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Abstract

Hachinohe Line on Tohoku Auto Route up to Aomori, stops at HachinOhe city and it

continues to the 2nd卜 ′Iichinoku Express郡 〆ay untilふ /1isawa city  Hachinohe,an industrial city,

is apart 90 kna from the regional capital,Aomori city  For the project to connect these cities

、′vith an auto route,some problems of linance and econonlical effect remain because of larぅσe

construction cost and sman tranc v01ume

lntensive case studies and surveys to plan an express耶 ァay郡′ith a distance of 30 kna,between

the lst and 2ndふ′Iichinoku Expresswvays,Mァ ere conducted to solve these problems  4 compara―

tive routes and road structures were studied taking account of regional conditions  Finany,l。 郡′

banking and deviation frOm deep soft ground make the project feasible and the connection of

Aomori and Hachinohe is expected to develop the social and econonlic activities in Aomori

prefecture
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1.序  論

東北縦貫自動車道八戸線は青森市を終点とし

ているが,平成元年に八戸市まで開通したまま

で現在に至っている。残 りの 99 kmの うちの一

部は工事中であるが,県都青森市 との間の自動

車による交通は一般国道 4号,45号,みちのく

有料道路等に頼っている (図 1)。

そのため,弘前市を含む青森県内の 3大都市

間の人,物の交流は円滑とはいえず,下北半島
へのアクセスも悪 く,県民生活の向上,産業の

振興等を滞らせる原因ともなっている。

現在の八戸線 は八戸北 ICま での延仲工事

(約 15 km)は平成 14年度内に完成する予定
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で,そ の先,約 6kmは高速道路規格の百石有料
道路 (日本道路公団)力 あゞる。その終点からは

約 10 kmの第 2みちのく有料道路 (青森県道路

公社,以下,第 2みちのく道路という)があり,
三沢市までは高規格道路で結ばれている。

青森市側は東北縦貫自動車道弘前線の終点か

らみちのく有料道路 (青森県道路公社,以下,み

ちのく道路という)の取付け県道までの約 16

kmを八戸線 (国道 7号 と併設)と して工事中で

ある。みちのく道路 (約 21 km)は 2車線で,途

中に小さな出入 り口はあるものの,速度 60

km/hの 自動車専用道路として機能している。
みちのく道路と第 2みちのく道路,両者の間
の約 30 kmを含む区間の高速道路計画 (約 60

km)は基本計画のままで残されている。2つの

有料道路の間の約 30 km(天間林村滝沢 。六戸

町犬落瀬)ん 整ゞ備されると,青森・八戸間は約
1時間,八戸・弘前間は 1時間半強で結ばれるこ
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とになる。現在,八戸 。弘前間は東北縦貫自動
車道八戸線 と弘前線約 160 kmを 通るのが最短

時間で,約 2時間強を要している。

今後,みちのく,第 2みちのく道路の間が高
規格道路で結ばれると青森県内と岩手県北部 ,

秋田県鹿角地方を貫 く大青森圏を形成する環状
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線が完成することになる (図 2)。

環状線の形成はそこから分岐する下北半島,

西津軽9日本海沿岸,盛岡方面,久慈三陸等の

高規格道路沿線の人々に高速輸送体系の更なる

恩恵をもたらし,地域間の交流を活発化させる
ことになる。

2.対象地域の概要

みちのく道路・第 2みちのく道路の間,約 30

kmの道路計画の対象区域は上北郡の六戸町
(■,000人 ),三沢市 (44,000人 ),上北町 (10,000

人),東北町 (11,000人 ),十和田市 (64,000人 ),

天間林村 (9,000人),七戸町 (11,000人 )等に

またがる。

地形は概ね平坦で,表層はロームに覆われ,海

岸よりの低地には極軟弱地盤が広く分布する。

小川原湖に流入する中小河川の上流は沖積層の

堆積地盤である。そのため,丘陵部では畑作が

盛んで,エ ンニク,長芋等の特産地となってお

り,低地では稲作が主体である。産業構造とし
ては農業と酪農,建設業が中心で,他には誘致
企業が散見される。

表 1 計画地域の交通量

4,819

5,568

2,272

24時間交通量
(台 /24h)

8,821

5,824

10,984

15,084

18,532

13,769

8,666

10,803

19,063

15,354

11,528

13,701

19,016

9,864

7,578

2,656

3,606

6,793青森市大字三本木字川崎

青森市滝沢字東滝沢山国有林

上北郡天間林村天間館字上志多

上北郡下田町字向山

観測地点名

上北郡東北町千鬼字石坂

上北郡野辺地町野辺地字批巴野

上北郡天間林村天間館字中野

上北郡七戸町立野頭

十和田市字洞内字杉ノ沢

十和田市下首生町

十和田市三本木字一本木沢

十和田市三本木字里ノ沢

十和田市三本木字野崎

上北郡六戸町犬落瀬字後田

上北郡下田町字木崎

上北郡百石町百石字上明堂

八戸市市川町和野前山

上北郡六戸町折茂字沖山

三沢市新町二丁目

十和田市大沢田字大下内

上北郡六戸町犬落瀬字中屋敷

路線名

一般国道 4号

十和田バイパス

一般国道 45号

三沢十和田線

三沢七戸線

みちのく有料道路

第二みちのく有料道路
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気象はヤマセ (オ ホーツク高気圧からの冷気

の吹き出しのよる東風で弱のかかった状態とな

る)の常襲地帯で,夏にヤマセが強いと凶作と
なる。十和田市の冬の月平均最低気温は-5°C

前後で,夏の月平均最高気温はヤマセの強いと
きで 25° C以下で,弱いときは 27,8°Cと なる。風
は春先に月平気風速 3m/s弱 で,冬季は2m/s

強である。年間降雨量は 1,300 mmと いう年も

あったが,800 mm程度の年が多い。冬季の月間

降水量は50 mm程度で,積雪量にすると30 cm

程度となる。

この地域の交通手段 としては国道 45号,4
号,102号,394号,県道等の幹線道路網と,東

北本線,十和田電鉄である。現在,八戸から青
森間で新幹線の工事が始められ,新七戸駅が予
定されているが,完成の時期は明らかにされて
いない。このように今のところは,高速交通体
系から取り残された地域となっている。

そのため,人々の移動,物資の流通のほとん
どは自動車交通に依存しているのが実情であ

る。計画区域の主要ポイントの現在の交通量は

表 1の とおりである。

3.道路計画

3.1 計画の要件

東北縦貫道八戸線は第 1種第 3級で建設され

てきたが,こ の地域は平坦で,大きな障害物も
少ないので第 1種第 1級として計画しても事業

費に大きな差は生じない。良好な道路線形は貴

重な財産となるので,本路線はこの地域の将来
のために第 1種第 1級の仕様で計画することと

した。

道路は有料道路として計画するために採算性

が大きな課題となる。そこで,初期投資をでき
るだけ節減するために低盛土を基本にして工事

費と用地費の低減を図ることとした。図 3に見

るとおり,従来の高速道路の高盛上を低盛上に
することで土工量,用地費等を大幅に節版でき
る。

同時に地域分断の弊害を緩和するために原則

として側道を併設することとした。ただし,交
差道路は出来るだけ,統合して地形の凹地等で
処理し,県道等については管理者負担の立体交
差で協力して貰うことを提案している。

また,新幹線七戸駅との相乗効果を考慮する
と共に,下北半島や六ヶ所村へのアクセスに配
慮した。即ち,新幹線は人を,高速道路は物資
を運ぶことになるので,両者の有機的な組み合
わせによって上北,下北地方の産業振興を図る
ものである。

この他,軟弱地盤,青森ロームの取扱,地吹
雪対策,観光拠点形成などにも意を用いている。

以下に計画の中の主な項目を挙げる。

1)道路区分 :第 1種第 1級
設計速度 120 km/h,最 大縦断勾配 3%以下
2)低盛土,切 り上構造
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側道の併設,交差道路の統合等
3)新幹線新七戸駅,下北半島へのアクセス
地域振興,観光拠点の形成等
4)県境対策
地域分断の緩和,騒音,排気ガスの低滅,修
景,史跡保護,アセスメント等
5)冬季対応
地吹雪対策,除雪,凍上,凍結対策等
6)施工
軟弱地盤,青森ロームの処理等

3.2 比較路線

以上の要件を考慮の上で数多 くの比較路線を

検討した結果,下記の 4路線に集約することが

出来た (図 4)。

1)Aル ー ト
本ルー トは第 2みちのく道路を延長したもの

である。三沢市の郊外の住宅地を通 り,東北本
線に沿って北上し,上北駅前を高架橋で抜けて

東北町の境界付近からみちのく道路を目指すも

のである。三沢市,上北町,東北町の中心に近
い路線 となる。

2)Bル ー ト
本ルー トは第 2み ちのく道路と県道三沢十和

田線の交点の家屋群を避け,約 0_5km手 前の

曲線部から分岐する。分岐点とみちのく道路を

単純に結んでいる。

3)Cル ー ト
本ルー トは Bルー トを上北町へのアクセス

も考慮しながら,新幹線新七戸駅に近づけたも
のである。

4)Dル ー ト
本ルー トは十和田市や十和田湖へのアクセス

も視野に入れると共に新七戸駅との結びつきを

考慮した迂回路線である①

各路線の地形 と計画路線の縦断図を図 5に

示す。また,標準横断面は各ルー ト共通とした

(図 6)。 いずれも用地は全幅買収で,工事はス

テージコンス トラクションで暫定 2車線で計画

して初期投資の節減に努めた。その結果,各ルー
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計画路線

‐ ‐ ‐ 将来的計画路線
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表 2 各ルートの用地面積と土量

土量 (m3)

705万

2034万

3388万

2592万

用地面積 (m2)

1295万

1409万

1432万

171.6万

Aルー ト
Bルー ト

Cルー ト
Dルー ト

卜の用地面積と土工量は表 2の通りとなった。

本計画では各ルートに標準横断面の他,次の

ような共通の配慮を施している。

1)盛上高さ
積雪寒冷地であるために低盛土構造でも,盛
上高は25m以上としている。また,切 り上区間
でも25mを盛ることとしている。理由は地吹
雪対策および吹き溜まり対策,堆雪空間などの
ためである。

2)舗装
原則としてアスファル ト舗装として凍結深を

考慮する。

3)橋梁
軟弱地盤上の小河川が多いために単純合成桁

図 7 側道と立体交差の関係

で計画した。

4)側 道
側道は原則 として一方通行の 1車線 とする

が,駐車帯幅を確保し,非常時等には 2車線運

用が出来るようにした。

5)交差道路
出来るだけ統合して立体交差 とする (図 7)

が,その費用は凹部のアンダーパス等を除いて

交差道路の管理者に負担 して貰 うことで考え

た。

6)イ ンターチェンジ

各ルー トともインターチェンジは 1～ 2箇所

とした。
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なお,軟弱地盤の処理工法や青森ロームの安

定処理等については軟弱地盤の深度やロームの

性質,施工時期等を明らかに出来なかったので,

この調査では具体策を提案することが出来な

かった。

3.3 各路線の特徴 (図 3参照 )

1)Aル ート
本ルー トは 4ルー トの中で最も短 く,比較的
平坦で,下北半島へのアクセスもとりやすい路

線である。また,市街地に近いために利用者の

確保や,高速道路の効果を受けやすい。縦断勾
配は 0.01～298%で,平均勾配 105%で ある。
路線は住宅地や上北駅前を通過するために用

地の取得に費用,期間等で難航しよう。また,買

収後も高架構造にするなど,割高の工事費,環
境対策費,工事上の制約など,現状では積算し
がたいものを多 く含んでいる。また,小川原湖
に連なる極軟弱地盤地帯を通過するために地盤

改良,供用後の維持管理費等にも多額の費用が

想定される。

2)Bル ー ト
本ルートは移転家屋も少なく,主に農地を通
過するために用地買収は比較的容易である。A
ルー トと同様に下北半島へのアクセスはとりや

すく,各市町村の外れを通過し,それぞれに等
しくアクセスできるので高速道路の利用はそれ

ぞれで考 えることになる。縦断勾配 は 0.02

～2.99%で,平均勾配は 1.11%である。
路線は台地状の地形を通過するが,環境アセ
スメントを実施していないので稀少植種等につ

いては調査が必要である。また,少ないながら
も軟弱地盤が 6kmあ るので,地盤改良の必要
性がある。

3)Cル ート
本ルー トは上北町へのアクセスや新七戸駅を

考慮して Bルー トを修正したものである。基本
的には Bルー トと同様の特質を有する。下北半
島へのアクセスは A,Bルー トより長 くなり,
分岐点もみちのく道路よりとなる。縦断勾配は

005～2.96%で ,平均勾配は 1.11%である。
しかし,新七戸駅に近づけることにより,新
幹線と一体 となった工業団地や流通団地の立地

が有利になる。また,八甲田,十和田湖,下北
半島などの観光地を控え,滞在型の観光拠点造
りが可能になる。そのための総合的な土地利用

計画が求められよう。

弱点となる軟弱地盤の通過延長は 3kmと な
る。

4)Dル ー ト
本ルー トは十和田市 と新七戸駅へのアクセス

を考慮して計画したものである。延長は最も長

くなるが,地盤は比較的良く,軟弱地盤に対す
る特別の配慮は必要ないと考えられる。地形の

凹凸は 4ルー トの中で最 も多 く,縦断勾配は
004～250%で,平均勾配は 1.34%である。
高速交通体系から取 り残される十和田市に近

づけることによって利用者の増大,同市周辺の

産業の振興,十和田湖への観光客の利便性の向
上などを図るものである。新七戸駅の西方には

多 くの牧場が位置しているので工業団地,流通
団地などの立地には有利な条件にある。

下北半島へのアクセスは Cルー トと同様の

条件にある。しかし,十和田市の望んでいる下
北半島縦貫道路の同市までの延長路線の代替 と

なりうる。

一方,環境アセスメントも行って居らず,国
道 45号,4号沿いの多 くの施設やゴルフ場の近

傍を通過しているので, これまでの調査では見

落 とし事項の懸念もある。

3,4 各ルー トの比較

各ルー トの基本的な項目について上述の検討

に基づいて取 りまとめ,比較した結果が表 3で

ある。

費用の積算に用いた単価は表 4の通 りであ

る。実勢価格 との間に差異が考えられるが,あ
くまでも比較のための数値で,共通と考えられ
る道路施設等は考慮していない。また,素人で
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Dルー ト

348

16

004

250

134

3466

258

014

023

1544

1711

3255

Cルー ト

294

005

296

125

2928

239

012

040

890

1731

2621

2954

275

016

030

1039

1471

2510

Bルー ト

297

002

299

111

比較線

Aルー ト

285

69

001

298

105

2695

076

155

023

1089

1592

2681

用地費 (億円)

工事費 (億円)

事業費 (億円)

項 目

全長 (km)

通過家屋軒数 (軒 )

最小勾配 (%)

最大勾配 (%)

平均勾配 (%)

道路土工部 (km)

側道上工部 (km)

橋梁部 (km)

カルバー ト (km)

東北縦貫自動車道八戸線の延伸計画と社会的,経済的効果

表-3 各ルートの事業費

表 4 計画地域の交通量の推移
自動車類交通量 (台 /12h)

注)みちのく有料道路は昭和 58年,第二みちのく有料道路は平成 6年から交通量調査を開
始した。

は算定できない家屋等の補償費,前述の軟弱地

盤対策費,ロ ームの安定処理費等も含まれてい

ない。

そういう点では Aルー トの用地費,工事費 ,
事業費は大幅に増加する可能性がある。B,C
ルー トにも同様の懸念があるが,対象は軟弱地
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第二みちのく道路

1,404

1,878

1,437

4,227

みちのく道路

3,191

3,357

3,449

5,973

6,070

6,875

7,189

7,944

9,112

8,993

1,122

12,483

国道 45号
(六戸町)

国道 45号
(下田町)

5,572

6,744

7,259

7,817

8,443

9,381

6,786

9,493

9,372

国道 4号

5,974

6,779

7,048

7,412

7,086

7,920

7,997

9,169

8,787

年次

昭和 49年

昭和 52年

昭和 55年

昭和 58年

昭和 60年

昭和 63年

平成 2年

平成 6年

平成 9年
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盤対策である。青森ロームの問題は共通事項 と

して比較の対象から除いても良いと考えられ

る。Dルー トでは変動要素は少ないが,計上さ

れていない補償費などの可能性がある。

表 3の上では各ルー トとも構造等では大 き

な差がないが,費用の点では上述の変動要素を

考慮しなければならない。また,事業費につい

ても比較のための数値で,共通する費用等は計
上されていないので,実際の費用よりも少ない

値になっていることに注意を要する。

4.採算性 (フ ィジビリティ)

4.1 事業評価

本計画は高速道路の一部 となることを前提に

しているので,有料道路 としての採算性を検討
することが必要である。

採算
′
l生にはエコノミック・フィジビリティと

ファイナンシャル・ フィジビリティがある。両

者 とも賭けた費用が償還出来るか否かを評価す

る手段 として用いられる。即ち,投資する価値
があるか否かの判断に利用されている。

前者はその道路が影響地域に与える社会経済

的な恩恵 (便益)と経費 (費用)の士ヒ較で表す
ものである。経費は算出しやすいが,恩恵の方
は計測可合Bな ものと7喘Bな ものがあり,対象と
なるのは貨幣価値で評価できるものだけであ

る。

後者は料金等の収入額 と建設費や維持管理費

等の支出額 との比較である。

事業の評価に当たっては両者 とも,便益と費
用,収入額と支出額を現在価値に換算して士ヒ較
することになる。即ち,過去の貨幣価値には金
利 (機会費用)が付いて大きくなり,将来の金
額は (今時点で運用が出来ないため)金利分だ
け現在価値が低下することによる。

両者の比較を表す指標 として B/Cレ イシオ

(便益費用比),IRR(内部収益率)な どがある。
B/Cは事業期間全体の便益 (収入)の合計を費
用 (支出)の合計 (共に金利を見込む)で除し
たものである。IRRは収入の合計と支出の合計

がバランスする金利に相当する割引率の値であ

る。いずれも数値が高いほど,投資効果が高い

と評価する。

本計画では現行金利の下での B/Cで評価す

ることとする。

4.2 想定交通量

有料道路の場合の便益や料金収入の算定の根

拠は利用交通量となることからl富還期間内の交

通量の想定が最も重要になる。

交通量の推定の主な対象は,過去からの増加
率を考慮した現行交通量,他の路線からの転換
交通量,新しい道路が出来たことによる誘発交
通量などである。

本計画の対象地域の主な交通量観測点での交

通量の変化を表 4に示す。交通量の増力日は気象

や経済状態等の影響があるために一率とは言い

難いが,こ の地域を代表すると考えられる六戸

町の国道 45号ではほば 5%の交通量の伸びが

見られる。

本計画が完成したときの基本交通量 として

は,現在のみちのく道路の交通量 4,000台 /日 を

基本とする。第 2みちのく道路は県道三沢十和

田線を終点としており,八戸と両市を結ぶ道路
としては他の国道,県道の方が便利であるとこ

ろから第 2み ちのく道路の交通量 1,900台 /日

を基本交通量とするのは適切とは言えない。

その差の 2,100台 /日 は国道 45号 の 12,000

台/日からの転換交通量を見込むこととする。現

実には県道八戸野辺地線と農免道路を利用して

八戸青森間を往復する車両 も多いので 4,000

台/日 は控え目の数値と考えられる。

多少の誘発交通量は見込まれるが,本計画は
採算性に疑問が呈されているために,交通需要
は控え目にしておく必要がある。また,具体的
な企業立地計画やリゾート計画も見当たらない

ことから,根拠のない誘発交通量は基本交通量
には取り入れないこととした。

その上で,各ルートの基本交通量,走行時間・

走行速度を次のように設定した (表 5,表 6)。
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表 5 交通量の設定

表 6 走行時間・走行速度の設定

(単位 :台 /日 ,%)

大型車
混入率

025

007

025

025

025

007

020

020

020

小型車
混入率

075

093

075

075

075

093

080

080

080

日交通量

11,256

2,272

6,756

7,256

6,056

2,372

4,500

4,000

5,20076

普通
貨物

503

33

302

324

271

34

65

/」 型ヽ

貨物

222

22

133

143

119

23

44

39

50

バ ス

170

36

102

110

91

38

71

63

82

休   日

乗用車

8,854

2,600

5,314

5,708

4,764

2,714

5,150

4,577

5,951

普通
貨物

1,923

87

1,154

1,240

1,035

91

172

153

199

30

26

34

/」 型ヽ

貨物

461

15

277

297

248

16

ノヾ ス

154

31

92

99

83

32

61

55

71

平    日

乗用車

5,334

1,607

3,202

3,438

2,870

1,678

3,183

2,829

3,678

現道

関連道路

現道
(Aルート整備時)

現道
(B,Cルート整備時)

現道
(Dルート整備時)

関連道路

バイパス
(Aルート)

バイパス

(B,Cル ー ト)

バイパス

(Dルー ト)

対象道路

整
備
前

整
　
　
備
　
　
後

距  離

383 km

97km

383 km

97km

285 km

297 km
294 km
(Bルー ト)
(Cル ー ト)

34.8km

5107分 ,
45 km/h

普通貨物

5745分 ,
40 km/h

小型貨物

5107分 ,
45 km/h

4636分 ,
50 km/h

バ ス

766分 ,
30 km/h

6606分 ,
35 km/h

平均走行時間,平均走行速度

乗用車

4636ケ},
50 km/h

すべて 97分,60 km/h

4218分 ,
55 km/h

すべて 728分 ,80 km/h

すべて 2138分,80 km/h

すべて 2228分,80 km/h

すべて 261分 ,80 km/h

現道

関連道路

現道
(Aルート整備時)

現道
(B,Cルート整備時)

現道
(Dルート整備時)

関連道路

バイパス

(Aルー ト)

バイノ`ス
(B,Cルーート)

バイノ`ス
(Dルート)

対象道路

整
備
前

整
備
後
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表 7 工事費単価表

三沢市周辺に
おける用地単価

宅 地
田 畑
山 林

ガー ドレール

舗    装

排  水  溝

函  渠 工

土  羽  工

盛 土

切 土

橋    梁

区   分

50,000円/m2

10,000円 /m2

2,000円 /m2

10,000円 /m

40円 /m2/cm
200円 /m2/cm
250/m2cm

16,000円/m
12,000円/m
10,000円 /m

(27,000A+200,000)/m

1,000円 /m2

400円/m3

2,500円 /m3

500円/m3

400万円/m

単   価

下層路盤工

上層路盤工

アスファル ト舗装

U型側漕
L型側溝

縦断地下排水

A=内空断面積 (m2)

種子吹き付け (上砂)

利用上

採取土

土砂

備   考

Aルートは三沢市,上北町,東北町の近傍を
通過するので500台 /日 の転換交通量を基本交

通量に上乗せして4,000+500台 /日 を初年度交

通量とした。

B,Cルー トは市街地から離れているので基
本交通量のままとした。

Dルー トは国道 45号,4号に平行し,十和田
市近郊を通過するので国道からの転換交通量を

1,200台 /日 とし,初年度交通量を4,000+1,200

台/日 とした。

4.3 費用の算定

本計画では,費用便益分析に用いる費用項目
m(費用種類)と して,事業費 (工事費,用地費)
と維持管理費 (維持費,修繕費,料金徴収費)に
区分して算出した。

費用は,検討対象期間の年次別費用をもとに,

設定した社会的割引率を用いて基準年次におけ

る費用の現在価値を次式により算定する。

表-8 高速道路の年間維持管理費および年間料
金徴収費用
(単位 :百万円/km,百万円/料金所 1箇所)

注)。 高速道路の維持費には,雪寒費・交通安全
費を含む。
・単純収受の値は,料金所 1箇所あたり1年

間の料金収受を示す。
・料金徴収費用には,料金収受および機械保
守の委託費用,収受機械および料金所施設

等の維持補修費ならびに通行券の印刷費
用を含む。

項目 %の費用の現在価値 :

Cぱ協=暫
{て勢ァ}

ここで,

Cぱ 協 :%費用の現在価値 (円 ),彦 :基準年
次から事業完了年次までの年数 (年),T:供 用
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高速道路

道路種別

30

維持費

13

修繕費

維持管理費

110

5,000-9,000

単純収受,出入り
交通量 (台 /日 )
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3,
18
40

3,
18
40

基
準
年
次
s 
 5
年
目
4年
目
3年
目
2年
目
1年
目
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収
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収
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円
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⑬ 国上の有効利用と国土管理の効率
化をもたらす社会的空間
⑭ 市街地を形成する都市の骨格
⑮ 生活の快適性を向上させ,都市の
アメニティを高める通風,採光,緑
の空間

⑩ 都市の安全を保証する防災空間
⑫ 電気,電話,ガス上下水道,地下
鉄,光ファイバーなどの都市活動
基盤施設の収容空間
など

非計測項目

① 定時性の確保
② 運転者の疲労と走行快道性の増大
③ 大量輸送処理の効果
④ 荷痛みの減少と梱包費の節減など
⑤ 快適な走行
⑥ 自転車交通のモビリティ向上

⑦ 工場立地や住宅開発などの地域開

③
③

⑩

①
⑫
な

発の誘導
沿道土地利用の促進
通勤・通学圏の拡大や買い物
囲拡大などの生活機会の増大
公益施設の利便性向上,医療
域化など生活環境の改善
人口の定着・増大
地域間の交流・連携の強化
ど

の範

の広

⑥
③
⑩

道路投資の需要創出効果
需要創出による税収の増加
輸入の拡大

計測項目

① 走行経費の節約
② 燃料の節約
③ 走行時間の短縮

④ 輸送費の低下
⑤ 物価の低減
⑥ 生産力の拡大効果
⑦ 生産力拡大による税収の増
力[l

空間機能に
対応する効果

事業支出効果

交通機能に
対応する効果

間接効果
(波及効果)

直接効果
(利用者便益)

フコー

効果

分   類

ス トック

効果

東北縦貫自動車道八戸線の延伸計画と社会的,経済的効果

表-13 道路整備の効果

注)1 計測項目,非計測項目とは,新道路整備五箇年計画の効果として計測対象としたもの,しないもの
をいう。
2 この表は道路整備という一つのインパクトから発生する効果を多面的にとらえたものであり,こ れ
ら全てを単純に合計することは不適当である。

開始年次から評価対象期間の最終年次までの年

数 (=30年 ),サ :基準年次を 0と する年次 (年 ),

C″し:基準年次からチ年目の 物費用 (円 ),γ :

社会的割引率 (=4%),η :費用種類

上式で算出された費用種類 ごとの現在価値

Cぱ 場 を合計することにより,対象道路の全
体の現在価値 となり,こ の値を経済評価指標の

算出に用いる。なお,用地費については,評価

対象期間最終年 (30年後)に おける用地費残存

価値を控除するが,建物補償費等は計上してい

ない。

ここに,費用の算定に用いた価格単価を表 7,

表 8に示す。また,算定された費用を表 9～表―

12に示す。

4.4 便益の算定

道路整備の効果 としては,道路の建設事業に

よって生じるフロー効果と,道路サービスが開

始された後のストック効果に分類する方法もあ

るが,道路を直接利用する人が受ける直接効果
と,利用しない人まで含めて広 く社会一般が受

ける間接効果で評価する方法がある (表 -13参

照 )。

本研究では,利用者便益 (走行時間短縮・走

行費用減少),交通事故減少便益,環境改善便益
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を対象とし,便益を算定した。
利用者便益は,道路の利用に伴い道路利用者
が負担する金銭的,時間的,その他の道路の整
備によって軽減される効果である。道路整備の

有無による全道路利用者の総費用の減少として

推計される。交通事故減少便益では,一定程度
の数量的評価が可能と考えられる人身事故,物
的損害,救急や事故処理等に伴う公的損害,及
び事故により発生する交通渋滞による損失を対

象とする。環境改善便益は,大気汚染,騒音,及

び地球温暖化を計測対象項目とし,道路整備の

有無による車種別 リンク交通量の変化に基づき

算出する。以下に各便益の算定式を示す0。

[利用者便益の算定式]

① l日 の利用者便益 (By)の算定

βιttη =』 Tη tt BR2

表 14 時間価値原単位
(単位 :円 /台・分)

表 15 走行費用原単位
① 一般道路 (平地) (単位 :円 /台・km)

60

50

40

30

20

10

速度 (km/h)

11

11

11

12

14

19

乗用車

45

44

45

46

49

56

バ ス

12

12

12

13

15

20

乗用車類

21

20

20

21

22

27

小型貨物

26

26

26

27

30

38

普通貨物

② 高規格・地域高規格道路 (単位 :円 /台・km)

90

80

70

60

50

40

30

速度 (km/h)
乗用車

31

30

29

29

29

29

30

バ ス
乗用車類

14

12

12

12

12

小型貨物

19

18

17

16

16

17

普通貨物

注)1 平成■年度価格
2 設定速度間の原単位は直線補完により設定する。
3 60 km/hあ るいは90 km/hを超える速度については60 km/h
あるいは90 km/hの値を用いる。
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大型貨物草

小型貨物車

バ   ス

乗 用 車 類

乗用車

車種 (j)

101

90

67

496

56

平 日

101

90

101

744

84

休 日
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β[アs=(B島十βRs)× (休 日交通係数 )
ここで,

B角 :〃 日の走行時間短縮便益
a監 :Fr日 の走行費用減少便益
%:平 日
s:休日

② l日 の走行時間短縮便益の算定
走行時間短縮便益 (BT):

全区間の全車種に対して

B島=GT92-GT〃〃
B孔 =GT9s― GTtts

ここで,

G娩打:整備 乃の場合の Fr日 (平 日,休日区分 )
の 1日 の総走行時間費用 (円 /日 )

乃:整備ありの場合 ω,な しの場合 ο

汀 :平日の場合 %,休日の場合 s

③ l日 の走行費用減少便益の算定
走行費用減少便益 (B賀 ):

全区間の全草種に対して

βttz=GR。″―GR″〃

Btts=Gttos― GR″s

ここで,

a吼′ィ:整備 んの場合の打 日(平日,休 日区分 )
の 1日 の総走行費用 (円/日 )

年間利用者便益の算定

年間利用者便益=(平日の利用者便益(B銑 )}
×243+(休日の利用者便益 (B桃 )}

ここに,利用者便益の算出に用いた時間価値
原単位を表 14に ,走行費用原単位を表 15に ,
休日交通係数を表 16に 示す。将来交通量の基

本ケース (年間 3%の増加)を表 17 に示す。

[交通事故城少便益の算定式]

BA=B発 ―Bン物
B発 =Σ yι。

B乃 =Σ rι″

こ こで ,

β/1=事故総減少便益 (千円/年 )

表 16 休日交通係数

注)平 成 6年度道路交通センサスの平日,休 日よ
り作成

B発 =整備なしの事故総損失額 (千円/年 )
β乃 =整備ありの事故総損失額 (千円/年 )
rι。:整備なしリンク 1に おける事故損失額 (千

円/年 )
yι″:整備あリリンク 1に おける事故損失額 (千

円/年 )

′け リンク

ここに,交通事故減少便益の算出に用いた交
通事故損失額算定式を表 18に ,人身事故件数

算定式を表 19に 示す。

[環境改善便益の算定式]

BEつた=BE'。 tt BE´″

① 大気汚染,及び地球温暖化
βE'ヵ =Σ s(ζれ×δρ々s× Lヵs× 365)

② 騒音
BE´ =々Σ s(ζつた×δ

'々
s× Lた。)

こ こで ,

a7:環境質 (́大気汚染,騒音,地球温暖化)
の改善便益 (円 /年 )

BEク角:整備んの場合の環境質少に与える影響

の貨幣評価値 (円 /年 )
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休日交通係数

096

103

118

121

115

089

094

098

118

098

沿道状況

DID

その他市街部

非市街部 (平地部)

非市街部 (山地部)

合  計

DID

その他市街部

非市街部 (平地部)

非市街部 (山地部 )

合  計

道路種別

高規格幹線道路

一般国道



供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

上0年目

■年目

12年目

13年目

14年目

15年目

16年目

17年目

18年目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目

11,256

11,594

11,941

12,300

12,669

13,049

13,440

13,843

14,259

14,687

15,127

15,581

16,048

16,530

17,026

17,536

18,063

18,604

19,163

19,737

20,330

20,939

21,568

22,215

22,881

23,568

24,275

25,003

25,753

26,526

27,321

現道

2,272

2,340

2,410

2,483

2,557

2,634

2,713

2,794

2,878

2,964

3,053

3,145

3,239

3,337

3,437

3,540

3,646

3,755

3,868

3,984

4,103

4,227

4,353

4,484

4,619

4,757

4,900

5,047

5,198

5,354

5,515

関連道路

整備なし

6,756

6,959

7,167

7,382

7,604

7,832

8,067

8,309

8,558

8,815

9,079

8,352

9,632

9,921

10,219

10,526

10,841

11,167

11,502

11,847

12,202

12,568

12,945

13,334

13,734

14,146

14,570

15,007

15,457

15,921

16,399

現道

4,500

4,635

4,774

4,917

5,065

5,217

5,373

5,534

5,700

5,871

6,048

6,229

6,416

6,608

6,807

7,011

7,221

7,438

7,661

7,891

8,128

8,371

8,622

8,881

9,148

9,422

9,705

9,996

10,296

10,605

10,923

Aルー ト

バイパス

7256

7,474

7,698

7,929

8,167

8,412

8,664

8,924

9,192

9,467

9,751

10,044

10,345

10,656

10,975

11,305

11,644

11,993

12,353

12,723

13,105

13,498

13,903

14,320

14,750

15,192

15,648

16,118

16,601

17,099

17,612

現道

4,000

4,120

4,244

4,371

4,502

4,637

4,776

4,919

5,067

5,219

5,376

5,537

5,703

5,874

6,050

6,232

6,419

6,611

6,810

7,014

7,225

7,441

7,664

7,894

8,131

8,375

8,626

8,885

9,152

9,426

9,709

Bルー ト

バイバス

現道

7,256

7,474

7,698

7,929

8,167

8,412

8,664

8,924

9,192

9,467

9,751

10,044

10,345

10,656

10,975

11,305

11,644

11,993

12,353

12,723

13,105

13,498

13,903

14,320

14,750

15,192

15,648

16,118

16,601

17,099

17,612

4,000

4,120

4,244

4,371

4,502

4,637

4,776

4,919

5,067

5,219

5,376

5,537

5,703

5,874

6,050

6,232

6,419

6,611

6,810

7,014

7,224

7,441

7,664

7,892

8,131

8,375

8,626

8,885

9,152

9,426

9,709

C,レ ー ト

バイ″ギス

6,056

6,238

6,425

6,618

6,816

7,021

7,231

7,448

7,672

7,902

8,139

8,383

8,634

8,893

9,160

6,435

9,718

10,010

10,310

10,619

10,938

11,266

11,604

11,952

12,311

12,680

13,060

13,452

13,856

14,271

14,700

現道

5,200

5,356

5,517

5,682

5,853

6,028

6,209

6,395

6,587

6,785

6,988

7,198

7,414

7,636

7,865

3,101

8,344

8,595

8,853

9,118

9,392

9,674

9,964

10,263

10,571

10,888

11,214

11,551

11,897

12,254

12,622

Dルー ト

バイパス

2,372

2,491

2,615

2,746

2,883

3,027

3,179

3,338

3,505

3,680

3,864

4,057

4,260

4,473

4,696

4,931

5,178

5,437

5,709

5,994

6,264

6,608

6,939

7,286

7,650

8,032

8,434

8,856

9,299

9,763

10,252

関連道路

整備あり

交通量 (台 /日 )

八戸工業大学構造工学研究所紀要 第 9巻 (2002年 2月 )

表 17 将来交通量の推移 (基本ケース)

供用開始 1年目から交通量増加率 3%の場合

L々s:整備 々にある沿道状況 sの リンク延長

(km)

δ
'た
。:整備 kにある沿道状況 sにおける環境質

つの貨幣評価原単位

大気汚染 :円 /g,騒音 :円 /dB(A)/km/年 ,地
球温暖化 :円 /g一 c渤

ζ'々 :整備々の場合での環境質少への影響の程

度

大気汚染 (NOx排出量):g/km/日 ,騒音 (等価
騒音レベル):dB(A),地 球温暖化 (C02排出
量):gc/km/日
力:整備ありの場合 夕,整備なしの場合 ο
注)g― cと は炭素換算した重さ (g:グラム)値

を意味する。
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事故損失額算定式

ン
‐
=2060X+530発

7=1660/二 十530ズ2

7=1210χ二十530乃

r=1580χ二十500発

7=1300χ二十460χ2

y=1090ズ1+460る

y=1150/二十620χ2

y=1060χl+500ズ2

y=780ズ 1+500ズ2

r=340ズ1

中央帯無

中央帯有

中央帯無

中央帯有

中央帯無

中央帯有

2車線

4車線以上

2車線

4車線以上

2車線

4草線以上

DID

その他市街部

非市街部

道路・沿道区分

一般道路

高速道路

東北縦貢自動車道八戸線の延伸計画と社会的,経済的効果

表-18 交通事故損失額算定式

1)中央帯の有無を考慮する場合

7:リ ンクの交通事故損失額 (千円/年 )
ズ1:走行台キコ (千台・km/日 )=日 交通量 (千台/日 )× リンク長 (km)
発 :走行台・交差点数 (千台・箇所/日 )三 日交通量 (千台/日 )× 主要交差点数
(箇所)

表-19 人身事故件数算定式

注)平成 6年度道路交通センサスデータおよび平成 6,平成 7年度交通事故統計データに
よる。

Z:単路事故件数 (件/年 )
あ:主要交差点事故件数 (件/年 )
ズ1:走行台キロ (千台・km/日 )=日交通量 (千台/日 )× リンク長 (km)
χ2:走行台・交差点数 (千台・箇所/日 )=日 交通量 (千台/日 )× 主要交差点数 (箇所)
※Xの係数は,走行台キコ当たりの単路事故件数を示す事故率である。
発 の係数は,主要交差点数×走行台当たりの交差点事故率を示す事故率である。
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交差点

ろ=0084/2

ろ 0083発

ろ=0074ん

ろ=0067発

ろ=0085ズ 2

ろ=0071ズ 2

事故件数算定式

単 路

Z=0 32χl

Z=026丞

Z=0 19χl

Z=022ズ 1

Z=0.19ズ1

Z=0.16χl

Z=014丞

Z=015/1

Z=0 1lχl

Zl=0 041Xl

中央帯無

中央帯有

中央帯無

中央帯有

中央帯無

中央帯有

2車線

4車線以上

2車線

4車線以上

2草線

4車線以上

DID

その他市街部

非市街部

道路・沿道区分

一般道路

高速道路



80

70

60

50

40

30

20

10

走行速度
(km/h)

(023ク1+190の)0

(02121+216晩 )0

(020,二 十241の )Q

(024,二 十287とを2)Q

(0_29,1+333と:2)Q

(034,1+379∽ )Q

NOx排出量
(g/km/日 )

大気汚染

(027α二十229ぅ )Q

(025α二十210の )Q

43+A

42+A

40+A

40+A

40+A

40+A

40+A

40+A

等価騒音レベル

(dB(A))

騒 音

(40,1+129の )@

(39,1+123の )@

(40,1+122ιェ2)@

(42ク1+127ぅ )@

(46ク1+137ぅ )@

(54,1+155ιェ2)@

(67,1+182′ ,)@

(99,1+237ι 7っ )0

C02排出量
(g― c/km/国 )

地球温暖化
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表 20 走行速度別の環境への影響の算定式 (与 )々

A:10・ log(ク 1+45の )+10・ log(0/24)
,1:小型車混入率
ク2:大型車混入率 (αl+の =10)
@:交通量 (台 /口 )

表 21 貨幣評価原単位 (第たs)

注)上記の貨幣評価原単位は,すべて平成 11年価格である。

ここに,環境改善便益の算出に用いた環境へ

の影響の算定式を表 20に ,貨幣評価原単位を

表 21に示す。

算定された利用者便益 (走行時間短縮・走行

費用城少),交通事故減少便益および県境改善便

益をもとに,社会的割引率を用いて基準年次に
おける現在価値を次式により算定する。

項目の便益の現在価値

Bο/PL=暫
(て持ァ}

ここで,

βο/PL:%便 益の現在価値 (円 )
プ:基準年次から事業完了年次までの年数 (年 )

T:供用開始年次から評価対象期間の最終年次
までの年数 (=30年 )

チ:基準年次を 0と する年次 (年 )

B″ι:基準年次からサ年目の %便益 (円 )

γ:社会的割引率 (=4%)
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非市街部
(山地部 )

非市街部
(平地部)

その他市街部

人口集中地区
(DID)

沿道状況

1

20

58

292

大気汚染
(万円/ト ン)

7,200

165,600

475,200

2,400,000

騒音
(円 /dB(A)/km/年 )

2,300

地球温暖化
(円 /ト ンーc)



東北縦貫自動車道八戸線の延仲計画と社会的,経済的効果

表 22 Aルートの便益 (基本ケース)
(単位 :億円)

2,75399

便益の
現在価値

102_25

101.24

100_39

9937

9850

9748

9646

9563

9465

9378

9290

9194

9107

9028

8933

8854

8768

8684

85_97

8512

84_36

8354

8275

8194

8116

8038

7960

7885

7809

7733

7658

便益計

1244

1281

1321

1360

140_2

1443

1485

1531

1576

1624

1673

1722

1774

1829

1882

1940

199.8

205_8

2119

2182

2249

2316

2386

2457

2531

2607

2685

2766

2849

2934

3022

6,2246

環境改善
便益

01

01

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

03

03

03

0_3

03

03

03

04

04

04

04

04

04

05

05

05

05

05

交通事故
減少便益

28

29

30

31

32

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

4.4

45

46

48

49

51

52

54

55

57

59

60

62

64

66

68

走行費用
減少便益

38

39

40

41

43

44

45

47

48

49

51

52

54

56

5,7

59

6.1

63

64

66

68

70

73

75

77

79

82

84

87

89

92

利用者便益

走行時間
短縮便益

1177

1212

1249

1286

1325

1365

1405

1448

1491

1536

1582

1629

167_8

1729

1780

1834

1889

1946

2004

2064

2126

2190

2255

2323

2393

2465

2538

2615

2693

2774

2857

ナ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

合   計

年  次

基準年 5年目
-4年 目

3年目

2年目

1年 目

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年 目

■年目

12年目

13年 目

14年目

15年目

16年目

17年目

18年目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目
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表 23 Bルートの便益 (基本ケース)
(単位 :億円)

基準年 5年目

4年目

3年目

2年目

1年目

年 次

供用開始年次

1年 目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

■年目

12年 目

13年 目

14年目

15年目

16年 目

17年目

18年 目

19年目

20年 目

21年 目

22年 目

23年目

24年 目

25年目

26年目

27年 目

28年 目

29年 目

30年 目

チ

合   計

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

0

1

2

3

4

1163

1198

123_4

1271

1309

1349

1389

1431

1474

1518

1563

1610

1659

1708

1760

1812

1867

1923

1981

2040

2101

2164

2229

2296

2365

2436

2509

258.4

266_2

274_2

2824

走行時間
短縮便益

32

33

34

35

36

37

39

40

41

42

43

45

4.6

47

49

50

52

53

55

57

58

60

62

64

66

68

70

72

74

76

78

走行費用
減少便益

利用者便益
交通事故
減少便益

25

25

26

27

28

2_9

3_0

30

31

32

33

34

35

36

37

39

40

41

42

43

45

46

47

49

50

52

53

55

57

58

60

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

02

02

02

02

02

02

02

02

03

03

03

03

03

03

04

04

04

環境改善
便益

5,9859

使益計

1221

1257

1295

1334

1374

1416

1459

1502

1547

1593

1640

1690

1741

179.2

184_8

1903

1961

2019

208.0

2142

220.6

2272

234_1

2412

2484

2559

2635

2714

2797

2880

2966

2,70226

100.36

9934

9841

9747

9654

9566

9477

9381

9291

9199

9106

9023

8938

8846

8771

8685

8606

8519

8440

8356

8275

8195

8119

8043

7965

7890

78.12

77_36

76.66

75,90

75,16

便益の
現在価値
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表 24 Cルートの便益 (基本ケース)
(単位 :億円)

2,70336

便益の
現在価値

100,44

9942

9849

9755

9661

9573

9477

9381

9291

9205

9112

9023

8943

88.56

87.71

8690

8606

8523

8444

8356

8279

8202

8122

8043

7965

7890

7812

7739

7669

7593

7520

便益計

122.2

1258

1296

1335

1375

1417

1459

1502

1547

1594

1641

1690

1742

1794

184_8

190_4

196.1

2020

2081

2142

2207

2274

2342

2412

2484

2559

2635

2715

2798

2881

2967

6,1103

環境改善
便益

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

02

0_2

02

02

02

02

02

02

03

03

03

03

03

03

04

04

04

04

交通事故
減少便益

25

25

26

27

28

29

30

30

31

32

33

34

35

36

37

39

40

41

42

43

45

46

47

49

50

52

53

5.5

57

5,8

60

走行費用
減少便益

33

34

35

36

37

38

39

40

41

43

44

45

47

48

49

51

52

54

56

57

59

61

63

64

66

68

70

72

75

7,7

79

利用者便益

走行時間
短縮便益

1163

1198

1234

1271

1309

1349

1389

1431

147_4

1518

156.3

1610

1659

1708

1760

1812

1867

1923

1981

2040

2101

216_4

2229

2296

236.5

2436

2509

2584

266.2

2742

2824

ナ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

合   計

年 次

基準年 -5年 目

4年目

3年目
-2年目

1年目

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

11年目

12年目

13年目

14年目

15年目

16年目

17年目

18年 目

19年 目

20年 目

21年 目

22年 目

23年目

24年 目

25年 目

26年目

27年目

28年 目

29年目

30年目
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表 25 Dルートの使益 (基本ケース)
(単位 :億円)

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

■年目

12年目

13年目

14年目

15年目

16年目

17年目

18年目

19年目

20年目

21年 目

22年 目

23年目

24年 目

25年 目

26年 目

27年 目

28年 目

29年 目

30年目

基準年 -5年 目
-4年 目

3年目

2年目

1年 目

年 次

合   計

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

0

1

2

3

4

ナ

112_9

1163

119_8

1234

1271

130_9

1348

1389

1430

1473

1518

1563

1610

1658

1708

1759

1812

1866

1922

1980

2039

2101

2164

2229

2295

2364

2435

2508

2584

266.1

274.1

走行時間
短縮便益

35

36

37

38

39

40

41

43

44

45

47

48

4_9

51

52

54

5,6

57

5,9

61

63

65

66

68

70

73

75

77

79

82

84

走行費用
減少便益

利用者便益

31

32

3_3

34

35

36

37

38

40

41

42

43

45

46

47

49

50

52

53

55

56

5,8

60

62

64

65

67

69

72

74

76

交通事故
減少便益

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

01

02

02

02

02

0_2

02

02

02

03

03

03

03

03

03

04

04

04

04

04

環境改善
便益

5,9823

1196

1232

1269

1307

1346

1386

1427

1471

1515

1560

1608

1655

1706

1757

1809

1864

1920

1977

2036

2098

2161

2227

2293

2362

2432

2505

2581

2658

2739

2821

2905

便益計

2)64670

9830

9737

9643

9550

9457

9363

9270

9188

9099

9009

8929

8836

8758

8673

8586

8507

8426

8342

8261

8185

8106

80_33

7953

7877

7798

7723

7652

7577

7507

7435

7362

便益の
現在価値
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表-26 Aル ートの便益 (交通量5%増加/年 )
(単位 :億円)

便益の
現在価値

10225

10329

10434

10529

10630

10728

10835

10930

11045

11151

11261

11367

11479

11590

11700

11811

11927

12043

12156

12277

12390

12516

12635

12756

12877

13005

13130

13258

13384

13512

13644

3,67554

便益計

1244

1307

1373

1441

1513

1588

1668

1750

1839

1931

2028

2129

2236

2348

2465

2588

2718

2854

2996

3147

3303

3470

3643

3825

4016

4218

4429

4651

4883

5127

5384

8,8112

環境改善
便益

01

02

02

02

02

02

02

02

03

03

03

03

04

04

04

04

05

05

05

06

06

07

07

08

08

09

09

10

11

11

12

交通事故
減少便益

28

29

3.1

32

3.4

36

38

39

41

43

46

48

50

53

5_5

58

6_1

64

67

71

74

78

82

86

90

95

100

105

110

115

121

走行費用
減少便益

38

40

4_2

44

46

48

5,1

53

56

59

62

65

68

71

7_5

79

8,3

87

91

96

100

106

111

116

122

128

135

141

148

156

164

利用者便益

走行時間
短縮便益

1177

1236

1298

1363

1431

1502

1577

1656

1739

1826

1917

2013

2114

2220

2331

2447

2569

2698

2833

2974

3123

3279

3443

3615

3796

3986

4185

4395

4614

4845

5087

ナ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

年 次

基準年 5年目

4年目

3年目

2年目
-1年目

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

11年目

12年目

13年目

14年目

15年目

16年 目

17年目

18年 目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目

合   計

―- 55 -―



八戸工業大学構造工学研究所紀要 第 9巻 (2002年 2月 )

表 27 Bルートの便益 (交通量 5%増加/年)
(単位 :億円)

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

11年目

12年目

13年目

14年目

15年目

16年目

17年目

18年目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目

基準年 5年目
-4年目
-3年目
-2年目

1年目

年 次

合   計

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

0

1

2

3

4

ナ

1163

1222

128_3

1347

1414

1485

1559

1637

1719

1805

1895

1990

2089

2194

2303

2419

2539

2666

2800

2940

3087

3241

3403

3573

3752

3940

4137

4343

4561

4789

5028

走行時間
短縮便益

走行費用
減少便益

利用者便益

32

34

36

37

39

4_1

4.3

4.5

48

50

53

55

58

61

64

67

71

74

78

82

86

90

94

99

104

109

115

121

127

133

140

25

26

27

29

30

32

33

35

37

38

40

42

44

47

49

5_1

54

57

60

63

66

69

72

7.6

80

8.4

88

92

97

10.2

10,7

交通事故
減少便益

01

01

01

01

01

01

01

01

02

02

02

02

02

03

03

0,3

03

0.4

0.4

04

05

05

06

06

06

07

0_8

08

09

0.9

10

環境改善
使益

8,5261

1221

128_3

134_7

141.4

1484

1559

1636

1718

1806

1895

1990

2089

2193

2305

2419

2540

2667

2801

2942

3089

3244

3405

3575

3754

3942

4140

4348

4564

4794

5033

5285

便益計

3,60742

10036

10140

10236

10332

104.26

105_32

106_27

10731

10846

10943

110.50

11153

112.58

113_78

11482

11592

11704

11819

11936

12051

12169

12281

12399

12519

12640

12764

12890

13010

13140

13265

13393

便益の
現在価値
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表 28 Cル ートの便益 (交通量 5%増加/年)
(単位 :億円)

3,60865

10044

10140

102.36

10339

10433

10539

10634

10737

10846

10949

11050

11159

11263

113_83

11486

11597

11704

11823

11941

12051

12174

12285

12402

12522

12646

12771

12893

13013

13143

13267

13396

便益の
現在価値

8,6509

便益計

1222

1283

1347

1415

1485

1560

1637

1719

1806

1896

1990

2090

2194

2306

2420

2541

2667

2802

2943

3089

3245

3406

3576

3755

3944

4142

4349

4565

4795

5034

5286

01

0,1

01

01

01

01

01

01

02

02

02

02

02

03

03

03

03

04

04

04

05

05

06

06

07

07

08

08

09

09

10

環境改善
便益

25

26

27

29

30

32

33

35

37

38

40

42

44

47

49

51

54

57

60

63

66

69

72

76

80

84

88

92

97

102

107

交通事故
減少便益走行費用

減少便益

33

34

36

38

40

42

44

46

48

51

53

56

59

62

65

68

71

75

79

82

87

91

95

100

105

111

116

122

128

134

141

利用者便益

走行時間
短縮便益

1163

1222

1283

1347

1414

1485

1559

163_7

1719

1805

1895

1990

2089

2194

2303

2419

2539

2666

2800

2940

3087

3241

3403

3573

3752

3940

4137

4343

456.1

4789

5028

ナ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

合   計

年 次

基準年 5年目

4年目

3年目

2年目

1年目

供用開始年次

1年 目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

11年 目

12年 目

13年目

14年目

15年目

16年 目

17年 目

18年 目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目
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表 29 Dルートの便益 (交通量 5%増加/年 )
(単位 :億円)

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年 目

■年目

12年目

13年目

14年目

15年目

16年目

17年目

18年目

19年目

20年 目

21年 目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年 目

28年 目

29年 目

30年目

基準年 5年目

4年目

3年目

2年目

1年目

年 次

合   計

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

0

1

2

3

4

サ

1129

1186

1245

1307

1373

1441

1513

1589

1668

1752

1839

1931

2028

2129

2236

2348

2465

2588

2718

2853

299_6

3146

3303

3468

3642

3824

4015

4216

4427

4648

488_0

走行時間
短縮便益

35

36

38

40

42

44

46

49

51

54

56

59

62

65

69

72

76

79

83

88

92

97

101

107

112

117

123

129

136

14.3

150

走行費用
減少便益

利用者便益

31

33

34

36

38

40

42

44

46

48

51

53

56

59

62

65

68

7.2

75

79

83

87

91

96

101

10.6

111

117

123

129

135

交通事故
減少便益

01

01

01

01

0.1

0_1

01

01

02

02

02

02

03

03

03

03

04

04

04

05

05

06

06

0,7

0,7

08

08

09

09

10

11

環境改善
便益

8,4696

1196

1256

1318

1384

1454

1526

1602

1683

1767

1856

1948

2045

2149

2256

2370

2488

2613

2743

2880

302.5

3176

3336

3501

3678

3862

4055

4257

447.1

4695

4930

5176

便益計

3,532,77

9830

9926

10016

10113

10216

10309

104,06

105,12

10612

10718

10817

10918

11032

11136

11249

11355

11467

11576

11685

11801

11914

12033

12142

12265

12384

12502

12620

12745

12869

12993

13117

便益の
現在価値
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表 30 Aル ートの便益 (交通量 8%増加/年 )
(単位 :億円)

5,91424

10225

10622

11034

11457

11895

12356

12829

13323

13843

14373

14926

15494

16099

16714

17358

18032

18729

19448

20197

20973

21783

22622

23490

24394

25338

26312

27325

28378

29471

306_04

31781

便益の
現在価値

15,3663

便益計

1244

1344

1452

1568

1693

1829

1975

2133

2305

2489

2688

2902

3136

338.6

365,7

3951

4268

4609

4978

5376

5807

6272

6773

7315

7902

8534

9217

9955

1,0752

1,1612

1,2541

01

02

02

02

02

03

03

03

04

04

05

05

06

06

07

08

09

10

11

12

13

15

16

18

20

22

2.4

26

28

31

34

環境改善
便益

28

30

33

35

38

41

44

48

52

56

60

65

71

76

82

89

96

104

112

121

131

141

152

164

178

192

207

224

242

261

282

交通事故
減少便益走行費用

減少便益

38

41

44

48

52

56

60

65

70

76

82

88

95

103

111

120

130

140

151

163

177

191

206

222

240

259

280

303

327

353

381

利用者便益

走行時間
短縮便益

1177

1271

1373

1483

1601

1729

1868

2017

2179

2353

2541

2744

2964

3201

3457

3734

4033

4355

4704

5080

5486

592_5

6399

6911

7464

8061

8706

9402

1,0155

1,0967

1,1844

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

チ

合   計

基準年 5年目

4年目

3年目

2年目

1年目

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年 目

11年 目

12年目

13年目

14年 目

15年目

16年目

17年目

18年 目

19年目

20年 目

21年目

22年目

23年 目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目

年 次
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表-31 Bルートの便益 (交通量 8%増加/年)

(単位 :億円)

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年 目

11年 目

12年目

13年目

14年目

15年 目

16年 目

17年目

18年目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目

基準年 5年目

4年目

3年目
-2年目

1年 目

年 次

合   計

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

0

1

2

3

4

ナ

1163

1256

135,7

146.6

1583

1709

1846

1994

2153

2326

2512

2713

2930

316.4

3417

3690

3986

4304

4649

5021

5422

5856

6325

683.1

7377

7967

8605

9293

1,003.6

1,0839

1,1707

走行時間
短縮便益

3.2

35

38

41

44

47

51

55

60

65

70

75

81

88

95

102

11.1

120

129

139

15.1

163

176

190

205

221

239

258

279

301

325

走行費用
減少便益

利用者便益

25

27

29

3,1

34

36

39

42

46

4,9

53

58

62

67

73

78

85

92

99

107

115

125

134

14_5

157

169

183

198

21_3

230

249

交通事故
減少使益

01

01

01

01

01

01

02

02

02

03

03

04

04

0.5

06

06

07

08

09

10

11

12

14

1_5

17

19

21

23

2_5

27

30

環境改善
便益

14,9603

1221

1319

142_5

153_9

1662

1793

1938

2093

226.1

2443

2638

2850

3077

332.4

3591

3876

4189

4524

488,6

5277

5699

6156

6649

7181

7756

8376

9048

9772

1,055.3

1,1397

1,2311

便益計

5,80485

10038

104.24

10829

11245

11677

12113

12589

13073

13579

14108

14648

15216

15796

16410

17044

17690

18383

19089

19824

20587

21378

222_04

23060

23947

24870

25825

26824

278.56

28925

30037

31198

便益の
現在価値
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表 32 Cル ートの便益 (交通量 8%増加/年 )
(単位 :億円)

5,80674

便益の
現在価値

10046

10424

10829

11245

11677

12126

12595

13079

13585

14113

14648

15222

15802

16413

17049

17703

18387

19093

19828

20595

21382

222.11

23067

23954

24876

25838

26830

27864

28936

30050

31206

15,087.4

1222

1319

1425

1539

166_2

1795

1939

2094

2262

2444

2638

285_1

3078

3325

359.2

3879

4190

452.5

4887

5279

5700

615_8

6651

7183

7758

8380

9050

9775

1,0557

1,1402

1,2314

便益計

01

01

01

01

01

02

02

02

03

03

03

04

04

05

06

06

07

08

09

1.0

11

13

14

15

17

19

21

23

25

28

30

環境改善
便益

交通事故
減少便益

2_5

27

29

31

34

36

39

42

46

50

5_3

58

62

67

73

79

85

92

99

107

115

125

135

145

157

170

183

19_8

214

231

249

走行費用
減少便益

33

35

38

41

4.4

48

52

56

60

65

70

76

82

89

96

104

112

121

130

141

152

164

177

192

207

224

241

261

28,2

304

328

1163

1256

1357

1466

158_3

1709

1846

1994

2153

2326

2512

271_3

2930

3164

3417

3690

3986

4304

4649

5021

5422

585_6

6325

6831

7377

7967

8605

9293

1,0036

1,0839

1,1707

利用者便益

走行時間
短縮便益

サ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

合   計

年 次

基拳年 5年目

4年目

3年目

2年目
-1年目

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年 目

11年目

12年目

13年目

14年 目

15年目

16年目

17年 目

18年目

19年目

20年目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年目

28年目

29年目

30年目
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表 33 Dルートの便益 (交通量8%増加/年 )

(単位 :億円)

基準年   5年 目
4年目

3年目

2年目

1年目

供用開始年次

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

11年目

12年目

13年 目

14年 目

15年目

16年目

17年 目

18年目

19年目

20年 目

21年目

22年目

23年目

24年目

25年目

26年目

27年 目

28年目

29年目

30年目

年 次

合   計

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

サ

1129

1220

1317

1422

1536

1659

1792

193.5

2090

2257

2438

2633

2844

3071

3317

358_2

3869

4178

4512

4873

5263

5684

6139

6630

7161

7733

835_2

9020

9742

1,0521

1,1363

走行時間
短縮便益

35

37

40

44

47

51

55

59

64

6_9

75

81

87

94

102

110

119

128

139

150

16.2

175

189

204

220

237

256

277

29,9

323

349

走行費用
減少便益

利用者便益

31

34

36

39

43

46

50

54

58

62

67

73

79

85

92

99

107

116

125

135

146

157

170

184

198

214

231

250

270

291

315

交通事故
減少便益

01

01

01

01

01

02

02

02

03

03

04

04

0_5

05

06

07

08

09

10

11

12

13

15

17

18

20

2.2

25

27

30

33

県境改善
便益

14,7734

1196

1292

1394

1506

1627

1758

1899

2050

221_5

2391

2584

2791

3015

3255

3517

379,8

4103

4431

4786

5169

5583

6029

6513

7035

7597

8204

8861

9572

1,0338

1,1165

1,2060

便益計

5,68573

9830

10211

10593

11004

11431

11876

12336

12804

13303

13807

14348

14901

15478

16068

16693

17334

18005

18697

19418

20165

20943

21746

22588

23460

24360

25294

26269

27286

28336

29426

30562

便益の
現在価値
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%:便益種類

上式で算出された便益種類 の現在価値

己6=P場 を合計することにより,対象道路事業
の全体の便益合計額となり,こ の値を経済評価

指標の算出に用いる。

便益の算定にあたり,交通量および走行時

間・走行速度の設定を行った(表 5,表 6参照)。

また,設定した交通量での将来交通量の基本
ケースを表 17に示す。

以上により,各ルートの基本ケースについて

算定された便益を表 22～表 25に示す。

表 26～表 29は,交通量が 1年間ごとに5%

増加した場合の各ルートの便益である。

表 30～表 33は ,交通量が 1年間ごとに8%
増加した場合の各ルートの便益である。

また,算定された費用と便益から,費用便益

比の算定結果を表 34に示す。

費用便益比の算定結果から, どのルートとも

費用便益比 (B/C)≧ 5と いう信じ難い値で,事

業採択の目安になっているB/C=1.5以上の

値になっている。

4.5 便益・費用 (】/θ)比

以上から,Aルートは,B,Cルートの基本交
通量 4,000台 /日 に上北地域の交通の500台 を

加味して計算した結果,基本ケースではB/

C=612,交通量増加が 5%/年の場合ではβ/
C=817,交通量増加が 8%/年の場合ではB/
C=1315と いう結果になった。

Bルートは,みちのく道路の交通量を換算し

て,基本交通量 4千台/日 として計算した結果,
基本ケースではB/C=610,交 通量増加が
5%/年の場合ではB/C=8.14,交通量増加が

8%/年の場合ではB/C=13.10と いう結果に

なった。

Cルートは,Bルートと同様に基本交通量 4
千台/日 として計算した結果,基本ケースでは

どヨ/C=594,交 通量増加が5%/年の場合では
B/C=7.92,交通量増加が8%/年の場合では

B/C=12.75と いう結果になった。

Dルートは,十和田市,十和田湖等の交通を

考慮して,国道 4号,45号からそれぞれ 10%を

基本交通量 4千台/日 に加えて 5.2千台/日 とし

て計算した。その結果,基本ケースではB/C=
4.98,交通量増加が 5%/年の場合では】/C=
6.65,交通量増加が 8%/年の場合ではB/C=
1070と いう結果になった。

DルートのB/C値が少ない理由として,道
路延長が一番長く,事業費が一番高いからであ
る。さらに,現道とDルートの延長差が小さい

ためイこ便益が′」ヽさヤゝことイこよる。

各ルートの事業費では,標準的な単価で算出
したため,軟弱地盤対策,市街地対策等の要因
で事業費が増加する可台PLがある。そこで,事

業費の増大を30%,50%増加を考慮してB/C
の算出をした (表 34)。

Aルートは,事業費 30%増加でB/C=534,
50%増加で】/C=4.93と なった。Bルートは,

表 34 費用便益比の算定結果

Dルー ト

498

665

1070

434

400

Cルー ト

594

792

1275

519

479380

Bルー ト

610

814

1310

411

612

817

13.15

534

493

費用便益比

Aルー ト

5%増

8%増

30%増

50%増

基本ケース

交通量の増加

事業費の増加
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98
2,
01
86

2,
07
92
2,
14
15

2,
20
58
2,
27
20
2,
34
01
2,
41
03
2,
48
26
2,
55
71
2,
63
38
2,
71
28
2,
79
42

2,
87
80
2,
96
44
3,
05
33
3,
14
49

2,
10
69
2,
13
61
2,
16
50
2,
19
32
2,
22
09
2,
24
78
2,
27
40
2,
29
93
2,
32
37
2,
34
70

2,
36
91
2,
39
00
2,
40
95
2,
42
74
2,
44
38
2,
45
84
2,
47
11
2,
48
17
2,
49
01
2,
49
61
2,
49
95

2,
50
0,
2

2,
49
79
2,
49
24
2,
48
36

2,
47
12
2,
45
49
2,
43
46
2,
40
98

―
-7
32
3

-7
20
3

--
70
67

--
69
12

-6
73
8
-6
54
3
-6
32
7
-6
08
8

-5
82
.4
-5
53
.5
-5
21
8
-4
87
2
-4
49
7
-4
08
8
-3
64
6

--
31
69

-2
65
3
-2
09
7
-1
50
0

--
85
7

-1
69 56
9
13
59
22
04
31
06
40
68
50
94
61
88
73
5,
1

42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
7_
5

42
7_
5

42
7.
5

42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
7.
5

42
75
42
7.
5

42
75
42
75

19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
9.
5

19
9_
5

19
9.
5

19
9_
5

19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

1,
26
19

1,
29
11
1,
32
00
1,
34
82
1,
37
59
1,
40
28
1,
42
90
1,
45
43
1,
47
87
1,
50
20

1,
52
41
1,
54
50
1,
56
45
1,
58
24
1,
59
88
1,
61
34

1,
62
61
1,
63
67
1,
64
51

1,
65
11

1,
65
45
1,
65
52
1,
65
29
1,
64
74
1,
63
86

1,
62
62
1,
60
99
1,
58
96
1,
56
48

合
  
計

工
事
中

営
業
中

合
計

29
,9
58
8
00

29
,9
58
8

00
63
,4
90
9

63
,4
90
9

29
,9
58
8

71
,0
72
1

10
1,
03
10

-2
9,
95
88

-7
,5
81
2

-3
7,
54
01

26
,8
10
0
00

26
,8
10
0

00
12
,8
25
0

12
,8
25
0

00
5
,9
85
0

5
,9
85
0

00
6,
54
00

6,
54
00

3,
14
88

45
,7
22
1

48
,8
71
0

29
,9
58
8
00

29
,9
58
8

＞ 測 Ｈ 器 澪 報 離 酢 Ｈ ＝ 即 沸 剤 誇 珊 　 糾 Φ 餅 （ ぷ 罵 ＝ ］ 詢 ）
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表
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償
還
計
画
表
(B
ル
ー
ト
,基
本
ケ
ー
ス
)

Bル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,0
00
台

29
7 
km

百
万
円
)

洲 許 謙 剛 皿 聟 糾 磁 ＞ 刊 爺 ⑤ 淵 奪 翠 国 ド 辞 ゆ Ｂ ） 繭 単 Ｂ 遭 渕

28
,0
43
6
00

28
,0
43
6

中 中 計

事 業
工 営 合

合
  
計

28
,0
43
6
00

28
、
04
36

2,
94
36

45
,7
29
,7

48
.6
73
3

00
6,
54
00
6,
54
00

00
6,
23
70
6,
23
70

00
13
,3
65
0

13
,3
65
0

25
,1
00
0
00

25
,1
00
0

-2
8,
04
36

-1
3,
35
16

-4
1,
39
52

28
,0
43
6

71
,8
71
7

99
,9
15
3

00
58
,5
20
1

58
,5
20
,1

1,
23
01
1,
26
70
1,
30
50
1,
34
41

1,
38
4_
4

1,
42
60
1,
46
87

1,
51
28
1,
55
82
1,
60
49

1,
65
31
1,
70
27
1,
75
38
1,
80
64
1,
86
06

1,
91
64

1,
97
39

2,
03
31

2,
09
41

2,
15
69
2,
22
16
2,
28
83
2,
35
69
2,
42
76
2,
50
04
2,
57
55
2,
65
27
2,
73
23
2,
81
43
2,
89
87

4,
00
0

4,
12
0

4,
24
4

4,
37
1

4,
50
2

4,
63
7

4,
77
6

4,
91
9

5,
06
7

5,
21
9

5,
37
6

5,
53
7

5,
70
3

5,
87
4

6,
05
0

6,
23
2

6,
41
9

6,
61
1

6,
81
0

7,
01
4

7,
22
4

7,
44
1

7,
66
4

7,
89
4

8,
13
1

8,
37
5

8,
62
6

8,
88
5

9,
15
2

9,
42
6

28
,0
43
6

28
,8
41
6

29
,6
34
5

30
,4
21
2

31
,2
00
2

31
,9
70
_0

32
,7
29
1

33
,4
75
8

34
,2
08
3

34
,9
24
7

35
,6
23
0

36
,3
01
1

36
,9
56
7

37
,5
87
5

38
,1
90
9

38
,7
64
2

39
,3
04
6

39
,8
09
2

40
,2
74
7

40
,6
97
9

41
,0
75
2

41
,4
02
_8

41
,6
76
9

41
,8
93
4

42
,0
47
8

42
,1
35
5

42
,1
51
7

42
,0
91
3

41
,9
48
9

41
,7
18
9

41
,3
95
2

営
業
中

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

‐
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

供
用
開
始
年
次

1,
15
66
1,
18
85
1,
22
02
1,
25
17
1,
28
29
1,
31
37
1,
34
40
1,
37
39
1,
40
32
1,
43
18
1,
45
98

1,
48
69
1,
51
31
1,
53
84
1,
56
25

1,
58
54

1,
60
70

1,
62
7_
2

1,
64
58
1,
66
28
1,
67
79
1,
69
10
1,
70
19
1,
71
06
1,
71
68
1,
72
03
1,
72
09
1,
71
85
1,
71
28
1,
70
36

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
8_
0

21
8_
0

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
7.
9

20
79
20
7_
9

20
7,
9

20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
7_
9

20
7.
9

20
7.
9

20
7.
9

20
79
20
79
20
79

44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
5.
5

44
5,
5

44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55

-7
98
0
-7
93
0
-7
86
7
-7
79
0
-7
69
8
-7
59
1
-7
46
7
-7
32
5

--
71
64
-6
98
3
-6
78
1
-6
55
6
-6
30
8

-6
03
.4
-5
73
3
-5
40
4
-5
04
6
-4
65
5
-4
23
2
-3
77
3
-3
27
7
-2
74
1
-2
16
4
-1
54
4
-8
77
-1
62 60
4
14
24
23
01
32
37

2,
02
80
2,
05
99
2,
09
16
2,
12
31
2,
15
43
2,
18
51

2,
21
5.
4

2,
24
5_
3

2,
27
46
2,
30
32
2,
33
12
2,
35
83
2,
38
45
2,
40
98
2,
43
39
2,
45
68
2,
47
84
2,
49
86
2,
51
72
2,
53
42

2,
54
9,
3

2,
56
2_
4

2,
57
33
2,
58
20
2,
58
82
2,
59
17
2,
59
23
2,
58
99
2.
58
42
2,
57
50

00
3,
05
97
8,
94
31

15
,0
62
0

21
,4
25
5

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36
6,
61
81

工
事
中

基
準
年
次
s

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36
6,
61
81

11
77
34
40
57
93
82
41
1,
07
86

2,
94
20
5,
53
95
5,
53
95
5,
53
95

5、
53
95

-3
,0
59
7

-5
,8
83
5

-6
,1
18
8

-6
,3
63
6

-6
.6
18
1

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36
66
18
1

管
理
費

維
持
費

事
業
費

利
息

料
金
徴
収
費
用

支
出

収
入

台
数

未
償
還
額

借
入
金

区
分

年
次

事
業
費
十
利
息

支
出
の
内
訳

収
支
差
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償
還
計
画
表
(C
ル
ー
ト
,基
本
ケ
ー
ス
)

Cル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
i4
,0
00
台

29
4 
km

― ｌ 　 ω ω 　 ｌ ｌ

支
出
の
内
訳

年
次

区
分
借
入
金
未
償
還
額
台
数
収
入

支
出
収
支
差
事
業
費
維
持
費
管
理
費
料
金
徴
収

費
用

利
息

事
業
費
十
利
息

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

基
準
年
次
s:
 5 -
4 -3 -2 -1

工
事
中
3,
60
05
6,
05
85
6,
30
08
6,
55
29
6.
81
50

00
3,
60
05
9,
65
90

15
,9
59
8

22
.5
12
7

3,
60
05
6,
05
85
6,
30
08
6,
55
29
6.
81
50

-3
,6
00
5

-6
,0
58
5

-6
,3
00
8

-6
,5
52
9

-6
,8
15
.0

3,
46
20
5,
68
70
5,
68
70
5,
68
70
5,
68
70

13
85
37
15
61
38
86
59
1,
12
80

3,
60
05
6,
05
85
6,
30
08
6,
55
29
6,
81
50

供
用
開
始
年
次

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

営
業
中

29
,3
27
7

30
,1
81
1

31
,0
32
0

31
,8
79
4

32
,7
21
8

33
,5
57
9

34
,3
86
4

35
,2
05
6

36
,0
13
8

36
,8
09
.5

37
,5
90
6

38
,3
55
2

39
,1
01
3

39
,8
26
6

40
,5
28
8

41
,2
05
3

41
,8
53
6

42
,4
70
9

43
,0
54
1

43
,6
00
2

44
,1
05
9

44
,5
67
7

44
,9
81
9

45
,3
44
7

45
,6
51
9

45
,8
99
1

46
,0
82
0

46
,1
95
6

46
,2
34
8

46
,1
94
4

46
,0
68
6

4,
00
0

4,
12
0

4,
24
4

4,
37
1

4,
50
2

4,
63
7

4,
77
6

4,
91
9

5,
06
7

5,
21
9

5,
37
6

5,
53
7

5,
70
3

5,
87
4

6,
05
0

6,
23
2

6,
41
9

6,
61
1

6,
81
0

7,
01
4

7,
22
4

7,
44
1

7,
66
4

7,
89
4

8,
13
1

8,
37
5

8,
62
6

8,
88
5

9,
15
2

9,
42
6

1,
21
91
1,
25
57

1,
29
33
1,
33
21
1,
37
21

1,
41
33
1,
45
57
1,
49
93
1,
54
43

1,
59
0.
6

1,
63
84

1,
68
7_
5

1,
73
81

1,
79
03
1,
84
40
1,
89
93

1,
95
63
2,
01
50
2,
07
54
2,
13
77
2,
20
18
2,
26
79

2,
33
59
2,
40
60
2,
47
82
2,
55
25

2,
62
91

2,
70
80
2,
78
92
2,
87
29

2,
07
25
2,
10
66
2,
14
07
2,
17
46
2,
20
83
2,
24
17

2,
27
48
2,
30
76

2,
33
99
2,
37
18
2,
40
30
2,
43
36
2,
46
34
2,
49
25
2,
52
05
2,
54
76
2,
57
35
2,
59
82
2,
62
16
2,
64
34

2,
66
3.
6

2,
68
21
2,
69
87
2,
71
32

2,
72
55
2,
73
54

2,
74
27
2,
74
72
2,
74
88
2,
74
72

-8
53
4
-8
51
0
-8
47
3
-8
42
4
-8
36
2

-8
28
_4
-8
19
2
-8
08
3
-7
95
6

-7
81
1
-7
64
6

-7
46
1
-7
25
3
-7
02
2

-6
76
5
-6
48
3
-6
17
2
-5
83
2

-5
46
1
-5
05
7
-4
61
8
-4
14
2
-3
62
7
-3
07
2
-2
47
3
-1
82
8
-1
13
6
-3
92 40
4
12
57

44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10

20
58
20
58
20
5,
8

20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
8.
0

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

1,
20
77
1,
24
18
1,
27
59
1,
30
98
1,
34
35
1,
37
69
1,
41
00
1,
44
28

1,
47
51
1,
50
70
1,
53
82
1,
56
88
1,
59
86
1,
62
77
1,
65
57
1,
68
28
1,
70
87

1,
73
34
1,
75
68
1,
77
86
1,
79
88
1,
81
73
1,
83
39
1,
84
84
1,
86
07
1,
87
06
1,
87
79
1,
88
24
1,
88
40
1,
88
24

合
  
計

工
事
中

営
業
中

合
計

29
,3
27
7
00

29
,3
27
7

00
57
,9
99
2

57
.9
99
2

29
,3
27
7

74
,7
40
2

10
4,
06
7_
8

-2
9,
32
77

-1
6,
74
10

-4
6,
06
86

26
,2
10
0

26
,2
10
0

00
13
,2
30
0

13
,2
30
0

00
6,
17
40
6,
17
40

00
6,
54
00

6,
54
00

3,
11
77

48
,7
96
.2

51
,9
13
8

29
,3
27
7
00

29
,3
27
7
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償
還
計
画
表
(D
ル
ー
ト
、
基
本
ケ
ー
ス
)

Dル
ー
ト

5,
20
0台

34
8 
km

‐ ｌ 　 ω 『 　 ― ‐

36
,3
23
0

36
,3
23
0

3,
77
30

46
,6
84
6

50
,4
57
7

00
7,
30
80
7,
30
80

32
,5
50
0

32
,5
50
0

-3
6,
32
30

11
,3
96
6

-2
4,
92
65

36
,3
23
0

76
,1
92
6

11
2、
51
57

00
87
,5
89
2

87
.5
89
2

36
.3
23
0

36
,3
23
0

工
事
中

営
業
中
合
計

合
計

24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36

52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20

-6
34
8
-6
05
0
-5
72
3
-5
36
6
-4
97
7
-4
55
4
-4
09
6

-3
60
,0
-3
06
5
-2
48
8

-1
86
.7
-1
19
9
-4
83 28
5
11
08
19
88
29
28
39
31
50
01
61
41
73
56
86
47
1,
00
21

1,
14
80
1,
30
29
1,
46
73
1,
64
16
1,
82
64

2,
02
21
2,
22
94

2,
47
59
2,
50
13
2,
52
55
2,
54
83
2,
56
98
2,
58
97
2,
60
79
2,
62
43
2,
63
87
2,
65
10
2,
66
09
2,
66
84
2,
67
32
2,
67
51
2,
67
40
2,
66
96
2,
66
16
2,
64
99
2,
63
42
2,
61
42
2,
58
96
2,
56
02
2,
52
56
2,
48
55
2,
43
96
2,
38
75
2,
32
88
2,
26
31
2,
19
01
2,
10
92

1,
84
11
1,
89
63

1,
95
32
2,
01
18

2,
07
21
2,
13
43

2,
19
83
2,
26
43
2,
33
22
2,
40
22
2,
47
42

2,
54
85
2,
62
49
2,
70
37
2,
78
48

2,
86
83

2,
95
44

3,
04
30

3,
13
43
3,
22
83
3,
32
52
3,
42
49
3,
52
77
3,
63
35
3,
74
25
3,
85
48
3,
97
04
4,
08
95
4,
21
22
4,
33
86

5,
20
0

5,
35
6

5,
51
7

5,
68
2

5,
85
3

6,
02
8

6,
20
9

6,
39
5

6,
58
7

6,
78
5

6,
98
8

7,
19
8

7,
41
4

7,
63
6

7,
86
5

8,
10
1

8,
34
4

8,
59
5

8,
85
3

9,
11
8

9,
39
2

9,
67
4

9,
96
4

10
,2
63

10
,5
71

10
,8
88

11
,2
14

11
,5
51

11
,8
97

12
,2
54

36
,3
23
0

36
,9
57
9

37
,5
62
8

38
,1
35
1

38
,6
71
7

39
,1
69
3

39
,6
24
8

40
,0
34
4

40
,3
94
4

40
,7
01
0

40
,9
49
8

41
,1
36
5

41
,2
56
4

41
,3
04
7

41
,2
76
2

41
,1
65
4

40
,9
66
7

40
,6
73
9

40
,2
80
8

39
,7
80
7

39
,1
66
6

38
,4
31
0

37
,5
66
3

36
,5
64
2

35
,4
16
2

34
,1
13
3

32
,6
46
1

31
,0
04
4

29
,1
78
0

27
,1
55
9

24
,9
26
5

営
業
中

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

供
用
開
始
年
次

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

1,
49
23

1,
51
77
1,
54
19
1,
56
47
1,
58
62

1,
60
61
1,
62
43
1,
64
07
1,
65
51
1,
66
74
1,
67
73

1,
68
48
1,
68
96
1,
69
15
1,
69
04

1,
68
60

1,
67
80

1,
66
63
1,
65
06

1,
63
0_
6

1,
60
60

1,
57
66

1,
54
20

1,
50
19

1,
45
60
1,
40
39

1,
34
52

1,
27
95

1,
20
65
1,
12
56

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

-3
,5
58
9

-7
,7
15
6

-8
,0
24
3

-8
,3
45
2

-8
,6
79
.0

3,
55
89
7,
71
56

8,
02
43
8,
34
52
8,
67
90

0,
0

3,
55
89

11
,2
74
5

19
,2
98
8

27
,6
44
0

3,
55
89
7,
71
56
8,
02
43
8,
34
52
8,
67
90

工
事
中

基
準
年
次
s

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

3,
55
89
7,
71
56
8,
02
43
8,
34
52
86
79
0

13
69
43
36
74
23
1,
06
32

13
97
0

3,
42
20
7,
28
20
7,
28
20
7,
28
20
72
82
0

利
息

料
金
徴
収

賢
用

管
理
費

維
持
費

事
業
費

事
業
費
+利
息

支
出
の
内
訳

収
支
差

支
出

収
入

台
数

未
償
還
額

借
入
金

区
分

年
次

測 許 謙 別 研 聟 料 直 ＞ 刊 酪 ○ 瀾 慕 即 日 鮮 畔 ル Ｓ 】 繭 単 Ｓ 激 和



表
39
 
償
還
計
画
表
(A
ル
ー
ト
,交
通
量
5%
増
加
/年
)

Aル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,5
00
台

28
5 
km
  
 
交
通
量
増
加
率

― ― 　 ⇔ ∞ 　 ― ―

支
出
の
内
訳

年
次

区
分
借
入
金
未
償
還
額
台
数
収
入

支
出
収
支
差
事
業
費
維
持
費
管
理
費
料
金
徴
収

費
用

利
息

事
業
費
+利
息

基
準
年
次
s
5年
目
4年
目
3年
目
2年
目
1年
目

工
事
中
3,
31
14
6,
27
52
6,
52
62
6,
78
73
7,
05
88

00
3,
31
14
9,
58
66

16
,1
12
8

22
,9
00
1

3,
31
14
6,
27
52
6,
52
62

6,
78
7.
3

7,
05
88

-3
,3
11
4

-6
,2
75
2

-6
,5
26
2

-6
,7
87
3

-7
,0
58
8

3,
18
40
5,
90
65

5,
90
65
5,
90
65
5,
90
65

12
74
36
87
61
97
88
08

1,
15
23

3,
31
14
6,
27
52
6,
52
62
6,
78
73
7,
05
88

供
用
開
始
年
次 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

営
業
中

29
,9
58
8

30
,7
01
5

31
,4
07
1

32
,0
70
8

32
,6
87
6

33
,2
51
7

33
,7
57
4

34
,1
98
1

34
,5
67
0

34
,8
56
7

35
,0
59
5

35
,1
66
9

35
,1
69
8

35
,0
58
8

34
,8
23
5

34
,4
53
0

33
,9
35
5

33
,2
58
6

32
,4
09
0

31
,3
72
4

30
,1
33
8

28
,6
77
1

26
,9
85
0

25
,0
39
3

22
,8
20
7

20
,3
08
3

17
,4
80
2

14
,3
13
1

10
,7
82
.0

6,
86
06
2.
52
07

4,
50
0

4,
72
5

4,
96
1

5,
20
9

5,
47
0

5,
74
3

6,
03
0

6,
33
2

6,
64
9

6,
98
1

7,
33
0

7,
69
7

8,
08
1

8,
48
5

8,
91
0

9,
35
5

9,
82
3

10
,3
14

10
,8
30

11
,3
71

11
,9
40

12
,5
37

13
,1
64

13
,8
22

14
,5
13

15
,2
39

16
,0
01

16
,8
01

17
,6
41

18
,5
23

1,
33
45
1,
40
13
1,
47
13
1,
54
49

1,
62
21
1,
70
32
1,
78
84
1,
87
78
1,
97
17
2,
07
03
2,
17
38
2,
28
25
2,
39
66
2,
51
65
2,
64
23
2,
77
44
2,
91
31
3,
05
88
3,
21
17
3,
37
23
3)
54
09
3,
71
80
3,
90
39
4,
09
90
4,
30
40
4,
51
92
4,
74
52

4,
98
2.
4

5,
23
15

5,
49
31

2,
07
72
2,
10
69
2,
13
51
2,
16
16
2,
18
63
2,
20
89

2,
22
91
2,
24
67

2,
26
15

2,
27
31
2,
28
12
2,
28
55
2,
28
56
2,
28
12
2,
27
17
2,
25
69
2,
23
62
2,
20
91
2,
17
52
2,
13
37
2,
08
42
2,
02
59
1,
95
82
1,
88
04
1,
79
16

1,
69
11

1,
57
80

1,
45
13

1,
31
01

1,
15
32

-7
42
6
-7
05
6
-6
63
8

--
61
67

-5
64
2
-5
05
6
-4
40
7
-3
68
9
-2
89
8
-2
02
8

-1
07
_4
-3
0
11
10
23
53
37
05
51
75
67
69
84
96
1,
03
65
1,
23
86
1,
45
68

1,
69
21

1,
94
57
2,
21
87
2,
51
24

2,
82
81

3,
16
71
3,
53
11
3,
92
15

4,
33
99

42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
7.
5

42
75

19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
9.
5

19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
9.
5

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

1,
43
62
1,
42
67
1,
41
19
1,
39
12
1,
36
41
1,
33
02
1,
28
87
1,
23
92

1,
18
09

1,
11
32
1,
03
54

94
66
84
61
73
30
60
63
46
51
30
82

合
  
計

工
事
中

営
業
中

合
計

29
,9
58
8

29
,9
58
8

00
88
,6
64
_7

88
,6
64
7

29
,9
58
8

61
,2
26
5

91
,1
85
4

-2
9,
95
88

27
,4
38
2

-2
,5
20
7

26
,8
10
0

26
,8
10
0

00
12
,8
25
0

12
,8
25
0

0.
0

5,
98
50
5,
98
50

00
6,
54
00
6,
54
00

3,
14
88

35
,8
76
5

39
,0
25
4

29
,9
58
8
00

29
,9
58
8

＞ 測 Ｈ 器 ＞ 報 離 酢 Ｈ 報 郵 沸 凱 謝 珊 　 淋 ｏ 酷 （ 淫 罵 ＝ ］ 洵 ）
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表
40
 
償
還
計
画
表
(B
ル
ー
ト
,交
通
量
5&
%増
加
/年
)

Bル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,0
00
台

29
7 
km

洲 洋 謙 刈 田 製 糾 磁 ＞ Ⅶ 輔 ⑤ 瀾 奪 型 日 に 詳 ル Ｓ 〕 繭 単 さ 翠 和

28
,0
43
6

28
,0
43
6

工
事
中

営
業
中
合
計

合
  
計

28
,0
43
6
0,
0

28
,0
43
6

2,
94
36

36
,6
55
0

39
,5
98
6

00
6,
54
00
6,
54
00

00
6,
23
70
6,
23
70

00
13
,3
65
0

13
,3
65
0

25
,1
00
0

25
,1
00
0

-2
8,
04
36

18
,9
26
1

-9
,1
17
5

28
,0
43
6

62
,7
97
0

90
,8
40
6

1,
23
01
1,
29
16
1,
35
61
1,
42
39
1,
49
51
1,
56
99

1,
64
84
1,
73
08
1,
81
73
1,
90
82
2,
00
36
2,
10
38
2,
20
90
2,
31
94
2,
43
54
2,
55
72
2,
68
50
2,
81
93
2,
96
03
3,
10
83
3,
26
37
3,
42
69
3,
59
82
3,
77
81
3,
96
70
4,
16
54
4,
37
37

4,
59
23
4,
82
20
5,
06
31

4,
00
0

4,
20
0

4,
41
0

4,
63
1

4,
86
2

5,
10
5

5,
36
0

5,
62
8

5,
91
0

6,
20
5

6,
51
6

6,
84
1

7,
18
3

7,
54
3

7,
92
0

8,
31
6

8,
73
1

9,
16
8

9,
62
6

10
,1
08

10
,6
13

11
,1
44

11
,7
01

12
,2
86

12
,9
00

13
,5
45

14
,2
23

14
,9
34

15
,6
81

16
,4
65

28
,0
43
6

28
,8
41
6

29
,6
09
9

30
,3
44
5

31
,0
40
5

31
,6
93
3

32
,2
97
4

32
,8
47
2

33
,3
36
5

33
,7
58
9

34
,1
07
3

34
,3
74
2

34
,5
51
6

34
,6
30
9

34
,6
03
0

34
,4
58
0

34
,1
85
3

33
,7
74
0

33
,2
11
9

32
,4
86
4

31
,5
83
8

30
,4
89
7

29
,1
88
7

27
,6
64
3

25
,8
99
0

23
,8
74
1

21
,5
70
0

18
,9
65
4

16
,0
37
9

12
,7
63
7

9,
11
75

営
業
中

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０

１
１

１
２

・
３

‐
４

‐
５

‐
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

供
用
開
始
年
次

1,
15
66
1,
18
85
1,
21
93
1,
24
86

1,
27
6_
5

1,
30
2.
6

1,
32
68

1,
34
87
1,
36
83
1,
38
52
1,
39
91

1,
40
98
1,
41
69
1,
42
01
1,
41
90
1,
41
32

1,
40
23

1,
38
58

1,
36
33

1,
33
43

1,
29
82

1,
25
44
1,
20
24
1,
14
14
1,
07
08
98
98
89
77
79
35
67
64
54
54

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
8.
0

21
80
21
80
21
8_
0

21
80
21
8,
0

21
80
21
8.
0

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
7_
9

20
79
20
79
20
79
20
7.
9

20
79
20
79
20
79
20
7_
9

20
7_
9

20
79
20
79
20
79
20
79
20
7_
9

20
79
20
7.
9

20
7.
9

44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55

-7
98
0
-7
68
4

-7
34
.5
-6
96
1
-6
52
7
-6
04
1
-5
49
8
-4
89
3
-4
22
4
-3
48
4
-2
66
9
-1
77
4
-7
93 27
9
14
50
27
26
41
14
56
21
72
55
90
26

1,
09
41

1,
30
10
1,
52
44
1,
76
53

2,
02
48
2,
30
42
2,
60
46
2,
92
75
3,
27
42
3,
64
62

2,
02
80
2,
05
99
2,
09
07
2,
12
00

2,
14
79

2,
17
4.
0

2,
19
82

2,
22
0,
1

2,
23
97
2,
25
66
2,
27
05
2,
28
12
2,
28
83
2,
29
15
2,
29
04
2,
28
46
2,
27
37
2,
25
72
2,
23
47
2,
20
57
2,
16
96
2,
12
58
2,
07
38
2,
01
28

1,
94
22
1,
86
12

1,
76
91

1,
66
49

1,
54
78
1,
41
68

00
3,
05
97
8,
94
31

15
,0
62
0

21
,4
25
5

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36
6,
61
81

工
事
中

基
準
年
次
s

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88

6,
36
3.
6

6,
61
81

11
77
34
40
57
93
82
41
1,
07
86

2,
94
20

5,
53
95
5,
53
95
5,
53
95

5、
53
95

-3
,0
59
7

-5
,8
83
5

-6
,1
18
8

-6
,3
63
6

-6
61
81

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36
66
18
1

利
息

料
金
徴
収
費
用

管
理
費

維
持
費

事
業
費

収
支
差

支
出

収
入

台
数

未
償
退
額

借
入
金

区
分

年
次

事
業
費
+

利
息

支
出
の
内
訳
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償
還
計
画
表
(C
ル
ー
ト
,交
通
量
5%
増
加
/年
)

Cア
レ
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,0
00
台

29
4 
km

(単
位
:百
万
円
)

＞ 刊 Ｈ 器 ＞ 報 離 酢 Ｈ 叫 郵 淵 剤 謝 珊 　 糾 Φ 餅 （ 選 罵 ＝ ］ 山 ）

支
出
の
内
訳

年
次

区
分
借
入
金
未
償
還
額
台
数
収
入

支
出
収
支
差
事
業
費
維
持
費
管
理
費
料
金
徴
収

賢
用

利
息

費 息
業 利
事 十

基
準
年
次

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

工
事
中
3,
60
05
6,
05
85
6,
30
08
6,
55
29
6,
81
50

00
3,
60
05
9,
65
90

15
,9
59
8

22
,5
12
7

3,
60
05
6,
05
85
6,
30
08
6,
55
29
6,
81
50

-3
,6
00
5

-6
,0
58
5

-6
,3
00
8

-6
,5
52
9

-6
,8
15
0

3,
46
20
5,
68
70
5,
68
70
5,
68
70
5.
68
70

3,
60
05
6,
05
85
6,
30
08
6,
55
29

6.
81
50

供
用
開
始
年
次

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

営
業
中

29
,3
27
7

30
,1
81
1

31
,0
07
7

31
,8
03
3

32
,5
63
6

33
,2
83
7

33
,9
58
5

34
,5
82
5

35
,1
49
8

35
,6
54
0

36
,0
88
4

36
,4
45
5

36
,7
17
6

36
,8
96
4

36
,9
72
9

36
,9
37
4

36
,7
79
9

36
,4
89
3

36
,0
54
1

35
,4
61
8

34
,6
99
0

33
,7
51
7

32
,6
04
8

31
,2
42
2

29
,6
46
8

27
,8
00
4

25
,6
83
5

23
,2
75
5

20
,5
54
4

17
,4
97
0

14
,0
78
3

4,
00
0

4,
20
0

4,
41
0

4,
63
1

4,
86
2

5,
10
5

5,
36
0

5,
62
8

5,
91
0

6,
20
5

6,
51
6

6,
84
1

7,
18
3

7,
54
3

7,
92
0

8,
31
6

8,
73
1

9,
16
8

9,
62
6

10
,1
08

10
,6
13

11
,1
44

11
,7
01

12
,2
86

12
,9
00

13
,5
45

14
,2
23

14
,9
34

15
,6
81

16
,4
65

1,
21
91
1,
28
01

1,
34
41
1,
41
13
1,
48
18
1,
55
59
1,
63
37
1,
71
54
1,
80
12
1,
89
12
1,
98
58

2,
08
51
2,
18
93
2,
29
88
2,
41
37
2,
53
44
2,
66
11
2,
79
42
2,
93
39
3,
08
06
3,
23
46

3,
39
64
3,
56
62
3,
74
45
3,
93
17
4,
12
83
4,
33
47
4,
55
15
4,
77
90
5,
01
80

2,
07
25
2,
10
66
2,
13
97

2,
17
15
2,
20
19
2,
23
07
2,
25
77
2,
28
27
2,
30
54
2,
32
56
2,
34
29
2,
35
72
2,
36
81
2,
37
52
2,
37
83
2,
37
69
2,
37
06
2,
35
90
2,
34
16
2,
31
79
2,
28
74

2,
24
9_
5

2,
20
36

2,
14
91

2,
08
53

2,
01
14
1,
92
67

1,
83
04

1,
72
16

1,
59
93

-8
53
4

-8
26
6
-7
95
6
-7
60
3
-7
20
1
-6
74
8
-6
24
0
-5
67
3
-5
04
2
-4
34
3
-3
57
1

-2
72
.1
-1
78
8
-7
65 35
4
15
75
29
06
43
52
59
24
76
27
94
73
1,
14
69
1,
36
26
1,
59
54

1,
84
65

2,
11
6,
9

2,
40
80
2,
72
10
3,
05
75
3,
41
87

44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10

20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
5.
8

20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
8.
0

21
80
21
8,
0

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
8_
0

21
80
21
80

1,
20
77
1,
24
18
1,
27
49
1,
30
67

1,
33
7.
1

1,
36
59
1,
39
29

1,
41
7.
9

1,
44
0.
6

1,
46
0.
8

1,
47
81

1,
49
24
1,
50
33

1,
51
0.
4

1,
51
35

1,
51
21

1,
50
58
1,
49
42
1,
47
68

1,
45
31

1,
42
26

1,
38
47
1,
33
88
1,
28
43
1,
22
05
1,
14
66
1,
06
19
96
56
85
68
73
45

合
  
計

工
事
中

営
業
中

合
計

29
,3
27
7
00

29
,3
27
7

00
80
,9
95
6

80
,9
95
6

29
,3
27
7

65
,7
46
2

95
,0
73
9

-2
9,
32
77

15
,2
49
4

-1
4,
07
83

26
,2
10
0

26
,2
10
0

00
13
,2
30
0

13
,2
30
0

00
6,
17
40
6,
17
40

00
6,
54
00
6,
54
00

3,
11
77

39
,8
02
2

42
,9
19
9

29
,3
27
,7 00

29
,3
27
7
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償
還
計
画
表
(D
ル
ー
ト
,交
通
量
5%
増
加
/年
)

Dル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:5
,2
00
台

34
8 
km

― ド ー

36
,3
23
0
00

36
13
23
0

3,
77
30

33
,1
02
1

36
.8
75
2

00
6,
54
00
6,
54
00

00
7,
30
80

7,
30
80

00
15
,6
60
0

15
,6
60
0

32
.5
50
0

32
,5
50
0

-3
6,
32
30

59
,7
07
8

23
,3
84
7

36
,3
23
0

62
,6
10
1

98
,9
33
2

00
12
2,
31
79

12
2,
31
79

36
,3
23
0
00

36
,3
23
0

工
事
中

営
業
中

合
計

合
  
計

1,
49
23
1,
51
77

1,
54
04
1,
56
02

1,
57
67

1,
58
95
1,
59
85
1,
60
31
1,
60
29

1,
59
76
1,
58
66
1,
56
94
1,
54
56
1,
51
45

1,
47
56
1,
42
81

1,
37
15

1,
30
50
1,
22
77
1,
13
90
1,
03
78
92
32
79
43
65
00
48
92
31
06
11
30
-1
05
0
-3
44
8
-6
07
9

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36
24
36

52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20
52
20

-6
34
8
-5
68
1
-4
94
2
-4
12
5
-3
22
4
-2
23
4
-1
14
9 39
13
36
27
49
42
87
59
58
77
71
97
35
1,
18
60
1,
41
57

1,
66
37
1,
93
12
2,
21
94
2,
52
97
2,
86
35

3,
22
23
3,
60
77
4,
02
12
4,
46
48
4,
94
03
5,
44
96
5,
99
49
6,
57
84
7,
20
24

2,
47
59
2,
50
13
2,
52
40
2,
54
38
2,
56
03
2,
57
31

2,
58
21

2,
58
67
2)
58
65
2,
58
12
2,
57
02
2,
55
30
2,
52
92

2,
49
81
2,
45
92
2,
41
17

2,
35
51
2,
28
86
2,
21
13
2,
12
26

2,
02
14
1,
90
68

1,
77
79
1,
63
36
1,
47
28

1,
29
42

1,
09
66

87
86
63
88
37
57

1,
84
11

1,
93
31
2,
02
98
2,
13
13
2,
23
78
2,
34
97
2,
46
72
2,
59
06
2,
72
01
2,
85
61
2,
99
89
3,
14
88
3,
30
63
3,
47
16
3,
64
52
3,
82
74
4,
01
88
4,
21
97
4,
43
07
4,
65
23
4,
88
49

5,
12
91

5,
38
56
5,
65
49
5,
93
76

6,
23
45
6,
54
62
6,
87
35
7,
21
72

7,
57
81

5,
20
0

5,
46
0

5,
73
3

6,
02
0

6,
32
1

6,
63
7

6,
96
8

7,
31
7

7,
68
3

8,
06
7

8,
47
0

8,
89
4

9,
33
8

9,
80
5

10
,2
96

10
,8
10

11
,3
51

11
,9
18

12
,5
14

13
,1
40

13
,7
97

14
,4
87

15
,2
11

15
,9
72

16
,7
71

17
,6
09

18
,4
89

19
,4
14

20
,3
85

21
,4
04

36
,3
23
0

36
,9
57
9

37
,5
26
0

38
,0
20
2

38
,4
32
7

38
,7
55
1

38
,9
78
6

39
,0
93
5

39
,0
89
6

38
,9
56
0

38
,6
81
1

38
,2
52
4

37
,6
56
6

36
)8
79
6

35
,9
06
1

34
,7
20
1

33
,3
04
4

31
,6
40
8

29
,7
09
6

27
,4
90
2

24
,9
60
5

22
,0
96
9

18
,8
74
6

15
,2
67
0

11
,2
45
8

6,
78
09

1,
84
06

-3
,6
09
0

-9
,6
03
9

-1
6,
18
23

-2
3,
38
47

営
業
中

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０ ■ １
２
・
３
‐
４
‐
５
‐
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

供
用
開
始
年
次 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

3,
55
89
7,
71
56
8,
02
43

8,
34
52
86
79
0

13
69
43
36
74
23
1,
06
32
13
97
0

3,
42
20
7,
28
20
7,
28
20
7,
28
20
7.
28
20

-3
,5
58
9

-7
,7
15
6

-8
,0
24
3

-8
,3
45
2

-8
、
67
90

3,
55
89
7,
71
56
8,
02
43
8,
34
52
8,
67
90

00
3,
55
89

11
,2
74
5

19
,2
98
8

27
.6
44
0

工
事
中

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

基
準
年
次
s

利
息

料
金
徴
収

費
用

管
理
費

維
持
費

事
業
費

事
業
費
十
利
息

支
出
の
内
訳

収
支
差

支
出

収
入

台
数

未
償
選
額

借
入
金

区
分

年
次

糾 許 謙 瀾 珊 鬱 糾 磁 ＞ 刊 酪 ⑤ 耐 慕 翠 日 陪 詳 ル Ｓ 〕 繭 単 さ 津 渕
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償
還
計
画
表
(A
ル
ー
ト
,交
通
量
8%
増
加
/年
)

Aル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,5
00
台

28
5 
km

１ １ 　 『 ］ 　 Ｉ Ｉ

支
出
の
内
訳

年
次

区
分
借
入
金
未
償
還
額
台
数
収
入

支
出
収
支
差
事
業
費
維
持
費
管
理
費
料
金
徴
収

費
用

利
息

事
業
費
十
利
息

基
準
年
次
s

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

工
事
中
3,
31
1_
4

6,
27
5_
2

6,
52
6.
2

6,
78
7_
3

70
58
8

00
3,
31
14
9,
58
66

16
,1
12
8

22
.9
00
1

3,
31
14
6,
27
52
6,
52
62
6,
78
73
7.
05
88

-3
,3
11
4

-6
,2
75
2

-6
,5
26
2

-6
,7
87
3

-7
.0
58
8

3,
18
40
5,
90
65
5,
90
65
5,
90
65
5,
90
65

12
74
36
87
61
97
88
08
1,
15
23

3,
31
14
6,
27
52
6,
52
62
6,
78
73
7,
05
88

42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
7_
5

42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75
42
75

19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
9.
5

19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95
19
95

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

1,
23
22
1,
26
19
1,
28
85
1,
31
16
1,
33
06
1,
34
50

1,
35
41
1,
35
74
1,
35
40
1,
34
32
1,
32
40
1,
29
55
1,
25
66
1,
20
63
1,
14
32
1,
06
59
97
30
86
28
73
36
58
35
41
02
21
16
-1
48
-2
71
8
-5
62
3
-8
89
5

-1
,2
56
9

-1
,6
68
2

-2
,1
27
5

-2
,6
39
3

供
用
開
始
年
次

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

営
業
中

29
,9
58
8

30
,7
01
5

31
,3
67
0

31
,9
43
9

32
,4
19
3

32
,7
79
3

33
,0
08
4

33
,0
89
8

33
,0
05
0

32
,7
33
9

32
,2
54
3

31
,5
42
2

30
,5
71
0

29
,3
12
1

27
,7
33
9

25
,8
02
3

23
,4
79
8

20
,7
25
8

17
,4
95
8

13
,7
41
7

9,
41
07
4,
44
57

-1
,2
15
4

-7
,6
40
5

-1
4,
90
30

-2
3,
08
28

-3
2,
26
68

-4
2,
54
93

-5
4,
03
28

-6
6,
82
85

-8
1,
05
70

4,
50
0

4,
86
0

5,
24
9

5,
66
9

6,
12
2

6,
61
2

7,
14
1

7,
71
2

8,
32
9

8,
99
6

9,
71
5

10
,4
92

11
,3
32

12
,2
38

13
,2
17

14
,2
75

15
,4
17

16
,6
50

17
,9
82

19
,4
21

20
,9
74

22
,6
52

24
,4
64

26
,4
22

28
,5
35

30
,8
18

33
,2
84

35
,9
46

38
,8
22

41
,9
28

1,
33
45
1,
44
13
1,
55
66
1,
68
11
1,
81
56
1,
96
09
2,
11
77
2,
28
72
2,
47
01
2,
66
77
2,
88
12
3,
11
16
3,
36
06
3,
62
94
3,
91
98
4,
23
34
4,
57
20
4,
93
78
5,
33
28
5,
75
94
6,
22
02
6,
71
78
7,
25
52
7,
83
57
8,
46
25
9,
13
95
9,
87
07

10
,6
60
3

11
,5
13
1

12
,4
34
2

2,
07
72
2,
10
69
2,
13
35
2,
15
66
2,
17
56
2,
19
00
2,
19
91
2,
20
24
2,
19
90
2,
18
82
2,
16
90
2,
14
05
2,
10
16
2,
05
13

1,
98
82
1,
91
09

1,
81
80

1,
70
78

1,
57
86
1,
42
85

1,
25
52

1,
05
66

83
02
57
32
28
27
-4
45
-4
11
9
-8
23
2

-1
,2
82
5

-1
,7
94
3

-7
42
6
-6
65
6
-5
76
9
-4
75
4
-3
60
0

-2
29
1
-8
14 84
8
27
11
47
96
71
2.
2

97
12
1,
25
89

1,
57
81
1,
93
16

2,
32
25
2,
75
40
3,
23
00

3,
75
4_
2

4,
33
10
4,
96
50
5,
66
12

6,
42
51

7,
26
25
8,
17
98
9,
18
40

10
,2
82
5

11
,4
83
5

12
,7
95
7

14
,2
28
5

合
  
計

中 中 計

事 業
工 営 合

29
,9
58
_8 00

29
,9
58
8

00
15
1,
18
00

15
1,
18
00

29
95
88

40
16
41
70
12
30

-2
9,
95
88

11
1,
01
59

81
,0
57
0

26
,8
10
_0 00

26
.8
10
0

00
12
,8
25
0

12
,8
25
0

00
5,
98
50
5,
98
50

00
6,
54
00
6,
54
00

3,
14
88

14
,8
14
1

17
19
63
0

29
,9
58
_8

29
,9
58
8
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償
退
計
画
表
(B
ル
ー
ト
,交
通
量
8%
増
加
/年
)

Bル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,0
00
台

29
7 
km

― ― 　 『 ω 　 ｌ ｌ

28
,0
43
6

43
,3
83
5

71
,4
27
2

00
13
9,
34
40

13
9,
34
40

28
,0
43
6

28
,0
43
6

工
事
中

営
業
中

合
計

合
  
計

28
,0
43
6

28
,0
43
6

2,
94
36

17
,2
41
5

20
,1
85
2

00
6,
54
00
6,
54
00

00
6,
23
70
6,
23
70

00
13
,3
65
0

13
,3
65
0

25
,1
00
0

25
,1
00
0

-2
8,
04
36

95
,9
60
5

67
,9
16
9

1,
23
01
1,
32
85
1,
43
47
1,
54
95

1,
67
35
1,
80
73
1,
95
19
2,
10
81
2,
27
67
2,
45
89
2,
65
56
2,
86
80
3,
09
75
3,
34
53
3,
61
29
3,
90
19
4,
21
41
4,
55
12
4,
91
53
5,
30
85
5,
73
32
6,
19
19
6,
68
72
7,
22
22
7,
80
00
8,
42
40
9,
09
79
9,
82
57

10
,6
11
8

11
,4
60
7

4,
00
0

4,
32
0

4,
66
6

5,
03
9

5,
44
2

5,
87
7

6,
34
7

6,
85
5

7,
40
4

7,
99
6

8,
63
6

9,
32
7

10
,0
73

10
,8
78

11
,7
49

12
,6
89

13
,7
04

14
,8
00

15
,9
84

17
,2
63

18
,6
44

20
,1
35

21
,7
46

23
,4
86

25
,3
65

27
,3
94

29
,5
85

31
,9
52

34
,5
08

37
,2
69

28
,0
43
6

28
,8
41
6

29
,5
73
0

30
,2
27
5

30
,7
93
3

31
,2
57
8

31
,6
07
1

31
,8
25
7

31
,8
96
9

31
,8
02
3

31
,5
21
7

31
,0
33
3

30
,3
12
8

29
,3
34
1

28
,0
68
5

26
,4
84
6

24
,5
48
3

22
,2
22
4

19
,4
66
3

16
,2
35
9

12
,4
83
1

8,
15
55

3,
19
61

-2
,4
57
1

-8
,8
71
3

-1
6,
11
98

-2
4,
28
23

-3
3,
44
53

-4
3,
70
25

-5
5,
15
62

-6
7,
91
69

営
業
中

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０ ■ １
２

・
３

・
４
・
５
・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

供
用
開
始
年
次

1,
15
66
1,
18
85
1,
21
78

1,
24
40
1,
26
66
1,
28
52

1,
29
91
1,
30
79

1,
31
07

1,
30
6.
9

1,
29
57
1,
27
62

1,
24
74
1,
20
82
1,
15
76
1,
09
42
1,
01
68
92
38
81
35
68
43
53
42
36
11
16
27
-6
34
-3
20
0
-6
09
9
-9
36
4

-1
,3
03
0

-1
,7
13
2

-2
,1
71
4

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79
20
79

44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55
44
55

-7
98
0
-7
31
5
-6
54
4
-5
65
8
-4
64
5
-3
49
2
-2
18
6
-7
12 94
6
28
05
48
85
72
04
97
87
1,
26
57
1,
58
39
1,
93
63
2,
32
59
2,
75
61
3,
23
04
3,
75
28
4,
32
76
4,
95
94
5,
65
31
6,
41
42
7,
24
86

8,
16
25
9,
16
29

10
,2
57
3

11
,4
53
6

12
,7
60
7

2,
02
80
2,
05
99

2,
08
92

2,
11
54
2,
13
80
2,
15
66
2,
17
05
2,
17
93

2,
18
21
2,
17
83
2,
16
71
2,
14
76
2,
11
88
2,
07
96

2,
02
90
1,
96
56

1,
88
82

1,
79
52

1,
68
49

1,
55
57

1,
40
56

1,
23
25

1,
03
41

80
80
55
14
26
15
-6
50
-4
31
6
-8
41
8

-1
,3
00
0

00
3,
05
97
8,
94
31

15
,0
62
0

21
,4
25
5

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36

6,
61
81

工
事
中

基
準
年
久
s

目 日 目 目 目

年 年 年 年 年

3,
05
97
5,
88
35
6,
11
88
6,
36
36
6,
61
81

11
77
34
40
57
93
82
41

1、
07
86

2,
94
20
5,
53
95

5,
53
95
5,
53
95
5.
53
95

-3
,0
59
7

-5
,8
83
5

-6
,1
18
8

-6
,3
63
6

-6
.6
18
1

3,
05
97
5,
88
35
6)
11
88
6,
86
36
66
18
1

料
金
徴
収

費
用

管
理
費

維
持
費

事
業
費

利
息

収
入

台
数

未
償
還
額

借
入
金

区
分

年
次

事
業
費
十
利
息

支
出
の
内
訳

収
支
差

支
出
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償
還
計
画
表
(C
ル
ー
ト
,交
通
量
8%
増
加
/年
)

Cル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:4
,0
00
台

29
4 
km

8

― ― 　 『 ト 　 ー ー

支
出
の
内
訳

年
次

区
分
借
入
金
未
l賞
還
額
台
数
収
入

支
出
収
支
差
事
業
費
維
持
費
管
理
費
料
金
徴
収

費
用

利
息

事
業
費
十
利
息

目 目 目 目 目

年 年 年 年 年

次
年
準
基

工
事
中

00
3,
60
05
9,
65
90

15
,9
59
8

22
51
27

3,
60
05
6,
05
85
6)
30
08
6,
55
29
6,
81
50

-3
,6
00
_5

-6
,0
58
5

-6
,3
00
,8

-6
,5
52
9

-6
,8
15
0

3,
46
20

5,
68
7_
0

5,
68
7_
0

5,
68
7_
0

5,
68
70

13
85
37
15
61
38
86
59
1,
12
80

3,
60
0_
5

6,
05
8_
5

6,
30
0,
8

6,
55
2_
9

6,
81
50

供
用
開
始
年
次

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１
０

１
１

１
２

・
３

・
４

・
５

・
６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

営
業
中

29
,3
27
7

30
,1
81
1

30
,9
71
1

31
,6
87
4

32
,3
18
5

32
,8
52
1

33
)2
74
3

33
,5
70
1

33
,7
23
0

33
,7
14
8

33
,5
25
8

33
,1
34
3

32
,5
16
6

31
,6
46
7

30
,4
96
5

29
,0
35
0

27
,2
28
6

25
,0
40
6

22
,4
30
9

19
,3
56
0

15
,7
68
4

11
,6
16
3

6,
84
36

1,
38
91

-4
,8
13
9

-1
1,
83
76

-1
9,
76
07

-2
8,
66
86

-3
8,
65
42

-4
9,
81
83

-6
2,
27
03

4,
00
0

4,
32
0

4,
66
6

5,
03
9

5,
44
2

5,
87
7

6,
34
7

6,
85
5

7,
40
4

7,
99
6

8,
63
6

9,
32
7

10
,0
73

10
,8
78

11
,7
49

12
,6
89

13
,7
04

14
,8
00

15
,9
84

17
,2
63

18
,6
44

20
,1
35

21
,7
46

23
,4
86

25
,3
65

27
,3
94

29
,5
85

31
,9
52

34
,5
08

37
,2
69

1,
21
91
1,
31
66
1,
42
20
1,
53
57
1,
65
86
1,
79
13
1,
93
46
2,
08
93
2,
25
65
2,
43
70

2,
63
19
2,
84
25
3,
06
99
3,
31
55
3,
58
07
3,
86
72
4,
17
66
4,
51
07
4,
87
15
5,
26
13
5,
68
22
6,
13
67

6,
62
7,
7

7,
15
79
7,
73
05

8,
34
90
9,
01
69
9,
73
82

10
,5
17
3

11
,3
58
7

2,
07
25
2,
10
66
2,
13
82
2,
16
69
2,
19
21
2,
21
35
2,
23
04
2,
24
22
2,
24
83
2,
24
80
2,
24
04
2)
22
48
2)
20
01
2,
16
53
2,
11
93
2,
06
08
1,
98
85

1,
90
1_
0

1,
79
66
1,
67
36

1,
53
01

1,
36
40

1,
17
31

95
50
70
68
42
59
10
90
-2
47
4
-6
46
8

-1
,0
93
3

-8
53
4

-7
90
.0
-7
16
3

-6
31
,2
-5
33
6
-4
22
2
-2
95
8
-1
52
9 82
18
90
39
1_
5

61
77
86
98
1,
15
02

1,
46
15
1,
80
64
2,
18
80
2,
60
97

3,
07
49
3,
58
76
4,
15
20
4,
77
27
5,
45
46
6,
20
29
7,
02
37

7,
92
31
8,
90
79
9,
98
56

11
,1
64
1

12
,4
52
0

44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
1,
0

44
1.
0

44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10
44
10

20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
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20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
58
20
5.
8

20
58

21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80
21
80

1,
20
77
1,
24
18
1,
27
34
1,
30
21
1,
32
73

1,
34
87

1,
36
56
1,
37
74
1,
38
35
1,
38
32
1,
37
56
1,
36
00
1,
33
53

1,
30
05
1,
25
45
1,
19
60

1,
12
37
1,
03
62

93
18
80
88
66
53
49
92
30
83 90
2

-1
58
0
-4
38
9
-7
55
8

-1
,1
12
2

-1
,5
11
6

-1
,9
58
1

合
計

工
事
中

営
業
中

合
計

29
,3
27
_7 00

29
,3
27
7

00
13
8,
10
36

13
8,
10
36

29
,3
27
7

46
,5
05
6

75
,8
33
2

-2
9,
32
77

91
,5
98
0

62
,2
70
3

26
,2
10
0

26
,2
10
0

00
13
,2
30
0

13
,2
30
0

00
6,
17
40
6,
17
40

00
6,
54
00
6,
54
00

3,
11
77

20
,5
61
6

23
,6
79
2

29
,3
27
7
00

29
,3
27
7
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償
還
計
画
表
(D
ル
ー
ト
,交
通
量
8%
増
加
/年
)

Dル
ー
ト

初
年
度
交
通
量
:5
,2
00
台

34
8 
km
  
 
交
通
量
増
加
率

(単
位
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工
事
中

営
業
中

合
計

合
  
計

00
20
8,
56
12

20
8,
56
12

36
,3
23
0

36
,3
23
0

3,
77
30
4,
04
53
7,
81
84

00
6,
54
00
6.
54
00

00
7,
30
80
7,
30
80

00
15
,6
60
0

15
,6
60
0

32
5,
50
0
00

32
,5
50
0

-3
6,
32
30

17
5,
00
79

13
8,
68
48

36
,3
23
0

36
,3
23
0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０ ■ １
２

・
３

・
４

・
５

‐
６

‐
７

‐
８

‐
９

２
０

２． ２
２

２
３

２
４ め ２
６

２
７

２
８

２
９

３
０

３
‐

供
用
開
始
年
次

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

2,
47
59
2,
50
13
2,
52
18
2,
53
67
2,
54
55
2,
54
71
2,
54
08
2,
52
55
2,
50
03
2,
46
40
2,
41
54
2,
35
30
2,
27
54
2,
18
10
2,
06
80
1,
93
44
1,
77
82
1,
59
70
1,
38
84
1,
14
96
87
78
56
97
22
1.
8

-1
69
7

--
60
89

-1
,1
00
2

-1
,6
48
6

-2
,2
59
2

-2
,9
37
8

-3
,6
90
7

1,
84
11
1,
98
83
2,
14
74
2,
31
92
2,
50
47

2,
70
51
2,
92
15
3,
15
53
3,
40
77
3,
68
03
3,
97
47
4,
29
27
4,
63
61
5,
00
70
5,
40
75
5,
84
02
6,
30
74
6,
81
20
7,
35
69
7,
94
55

8,
58
11
9,
26
76

10
,0
09
0

10
,8
09
7

11
,6
74
5

12
,6
08
5

13
,6
17
1

14
,7
06
5

15
,8
83
0

17
,1
53
7

5,
20
0

5,
61
6

6,
06
5

6,
55
1

7,
07
5

7,
64
1

8,
25
2

8,
91
2

9,
62
5

10
,3
95

11
,2
26

12
,1
25

13
,0
94

14
,1
42

15
,2
73

16
,4
95

17
,8
15

19
,2
40

20
,7
79

22
,4
42

24
,2
37

26
,1
76

28
,2
70

30
,5
32

32
,9
74

35
,6
12

38
,4
61

41
,5
38

44
,8
61

48
,4
50

‖
36
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事業費 30%増加でB/C=4.11,50%増 加で
β/C=380と なった。Cルートは,事業費 30%

増加でお/C=5.19,50%増 加でβ/C=4.79と
なった。Dルートは,事業費 30%増加でβ/
C=4_34,50%増加で B/て

'=400と
なった。

全体的に】/Cが大きな値になった要因とし
て,事業費を暫定二草線で算出していることと,

土工においては低盛上でコストの圧縮を行った

ためである。

4.6 有料道路としての収支の検討

本計画における事業路線は有料道路として整

備される。ここでは,各ルートの収入 。支出を
単純化して算定し,有料道路としての採算性の

検討を行うものとする。以下に収入 。支出の算

定式を示す。

[年間収入の算定]

Σ((L× 〕ム)十〕42× O}× 365(日 )
ここで,

Li各ルー トの道路延長 (km)
_′′1:高速道路の lkm当 た りの料金 (こ こで
は,25円 と設定 )
フ
'42:高
速道路使用料 (こ こでは,100円 と設定 )

@:各ルートの交通量 (台/日 )

[年間支出の算定]

Σ (年間維持管理費×L十年間料金徴収費用)

ただし,金利は4%と設定している。
こ こで ,

年間維持管理費 :2,200万円と設定 (維持費,修
繕費,雪寒費,交通安全費を含む)
L:各ルートの道路延長 (km)
年間料金徴収費用 :109,000万円/料金所 1箇所

(こ こでは,2箇所を想定)

以上の項目の収入 。支出を計算し,償還計画
表を作成した上で,各ルートの有料道路として
の採算性の検討を交通量の伸び率,基本ケース
(3%),5%,8%に 対して実施した。
基本ケースでは,各ルートとも供用開始から
30年では採算に乗らないことがわかる (表 35

～表 38)。 交通量を5%増加としてもDルート
以外は採算ラインに届かない (表 39～表-42)。

8%では,どのルートも利益が発生しており,償
還期間を短縮することができる (表 43～表―

46)。

また,各ルートの採算がとれる交通量の伸び
率を計算した結果,Aルート5.2%, Bルート
5.5%,Cルート5。7%,Dルート4.2%と なった。
しかし,現実的にみると,Aルートは標準的
な地盤の単価で計算しているため,軟弱地盤や
市街地対策を考慮すると交通量伸び率 5.2%で

は償還できないと考えられる。B,Cルートにつ
いても,軟弱地盤地帯があり,事業費の増加に
よって,交通量伸び率 5.5%,5,7%で は償還に

足りないと考えられる。Dルートが 4.2%で採
算がとれる要因として,設定交通量が 5,200台 /

日と多いことによる。また,Dルートの沿線に
は軟弱地盤もなく,市街地も他のルートに比べ
て少ないので,工事費の増額が比較的少なく済
むためである。

なお,本計算では大型車の混入率を考えずに

算定しているために,実際にはこれより有利な
結果になる見込みである。また,各ルートとも
高速道路の利用法を積極的に考えて地域計画を

実施すれば5%程度の交通量の伸びは十分に確
保できると考えられる。

4.7 計画路線の評価

1)計画路線は,国道 4号,45号に対して走
行時間短縮,渋滞緩和等の効果が大きく見
込まれ,八甲田山,十和田湖,下北地方や
県外へのアクセスも容易になる。

また,計画路線を低盛上で計画し,既存
道を側道で連結した結果,工事費を低額に
抑えることができた。それは工期の面でも

利点となっている。

2)エ コノミック・ フィジビリティの面での
費用と便益の算定では,Aル ー トの費用は
450億円,Bルー トが 443億円,Cルー トが
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455億円,Dル ー トが 531億円と算出され
た。

また,Aル ー トの便益は 4,100億 円,B
ルー トが 3,900イ意円,Cル ー トが 3,900億
円,Dルー トが 3,300億 円と算出された。こ

れにより,費用便益比 (B/C)は どのルー

トも15を大きく上回る値となった。

しかし,今後は,便益の精度向上のため

に交通需要の推計を正確にする必要がある

と考えられる。

3)フ ァイナンシャル・フィジビリティの面
で大型車の混入を考えずに有料道路として

の採算性の検討をした結果,Aルートが交
通量の増加率 5.2%で,Bルートが 5.5%,C

ルートが 57%,Dル ートが 42%で 30年
後に償還完了となる。

しかし,単純化した算定式であるため,今

後は収入と支出の設定条件を現実のものと

して算定する必要がある。

また,利用交通量の 42%～5.2%の増加

を見込めれば償還可能となるが,地域産業
の現状から具体的な施策がないので,その

実現のための努力が必要である。

4)本計画は,計画の要件を十分に満たして
おり,実現すれば高速道路網全体の機能,地

域の産業,文化,観光等の振興にも大きく

貢献する可能性がある。

5)本計画のように,通常の高規格道路の高
盛上で計画されると採算性を確保できない

ものであっても,低盛土構造にすることに

よって採算の取れるものは全国に少なくな

い。本計画は今後,採算面で遅れている高

規格道路の整備を促進するモデルケースと

なる。

5。 本路線計画の経済効果

5。1 これまでの効果

本計画路線は有料道路としての採算性に不安

要素がないわけではない。不安解消には本路線

の利用交通量の増大を図る必要がある。

交通量を増加させるのに有利な点として本路線

の完成による高速道路の大環状線の形成,新七

戸駅との相乗効果,下北半島へのアクセスの改

善等が挙げられる。それによって,農業を中心
とする地場産業の活性化,十和田湖や下北半島
の観光価値の増大,企業立地条件の向上による

誘致企業の増加等が見込まれる。しかし,こ れ

らの期待を現実のものにするために,既存産業
の現状を概括し,高速道路がこれらの産業に与

えた効果を検証する。

青森県の疏菜農業は, これまでヤマノ芋,ニ
ンニク,大根といった根菜類等を中心に産地形

成が図られてきた。しかし,近年,農業従事者
の高齢化等による労働力不足が顕在化しつつあ

り,疏菜の作付面積が横ばい傾向にある。
一方,果樹農業は,古 くからリンゴを中心に,

ブドウ,ナ シ,オ ウトウ等が続 く形で発展して

きている。米に次ぎ,疏菜・畜産 とともに基幹

的な作物 として位置づけられている。

花井は,キ ク,バラ,カ ーネーション, トル

コギキョウを主要振興品目としており,産地拡

大に取 り組んでいる。そこで,花井については,

岩手県との比較をし,現状の把握に努めた。
なたねは,作付面積の減少に伴い,収穫量も

減少傾向にあるが,近年,バレイショとの輪作
で,合理的な作付体系の確立を進めている。

水産業は,県内の基幹産業 として位置づけら

れており,漁村地域における経済の中心的な役

割を果たしてきた。一方で,国際漁業環境が大

きく変貌する中,漁業資源の減少,漁業就業者
の減少,就業者の高齢化,漁業後継者の確保難

等もあって,漁獲高,販売額 ともに減少傾向が

続いてヤゝる。

林業は,ヒバ,ブナ,ア カマツ等が主要樹種
であるが,素材生産量は減少傾向にある。今後
は供給量の増大が見込まれる人工林スギ資源を

主体に,素材生産から流通までが一体 となった

県産材のブランド化の確立を図っていくとして

いる。
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観光については,国内旅行が仲び悩みを呈す
る中で,観光客の誘致をめぐって地域間の競争
が激化している。観光レクリェーション客は,県

内客より県外客が低く,伸び悩みがみられてお

り,今後は滞在型観光客の誘致拡大を図ってい

くとしている。

そこで,昭和 54年供用開始の東北縦貫自動車

道弘前線が,青森県の農林水産業,観光にどの
ような影響があったかについて昭和 51年～平

成 10年 まで現状調査ならびに検討をした。ま

た,本計画路線の実現のため,今後の将来予測
についても農林水産業,観光等について平成 11

年から向こう5年間について検討した。将来予

測は,統計資料に基づくトレンド方式によって

行い,最小二乗法で推定した。

疏菜は,県内の主要作物 27品 目の収穫量と作

付面積について調査した。疏菜の作付面積は,昭

和 50年代においては概ね増加傾向で推移して

きたが,昭和 59年をピークに減少傾向に転じて

いる。また,収穫量は作付面積の減少や近年の
天候不順の影響等により, ここ数年横ばい傾向

にある。ニンニク,ニ ンジン,大根,ヤマノ芋,
キャベツ,馬鈴薯など11品 目に昭和 54年の高
速交通体系整備のインパクトがみられた。

いずれの品目とも収穫量が大きいが,価格は
必ずしも高いものになっていないので,今後は

集荷体制の強化を図る必要がある。具体的には,

高速道路沿線地域に大規模集荷場を設けて,県
内各地からの作物を集めて,ま とめて市場に出

荷することである。これにより,出荷量も大き

くなり,東京市場を始めとして,名古屋,大阪
等の大都市市場にロットを大きくして出荷する

ことにより,数量ならびに価格の主導権を握る
ことができると考えられる。

しかし,こ れらの品目は鮮度等には鈍感な作

物であるために青森県の特産となっているもの

である。本計画により県状の高速道路が整備さ

れれば,鮮度を争う他の品目 (例えば,高冷地
野菜,食用菊,イ チゴ等)についても集荷,出

荷体制の強化を図ることができる。それによっ

て,市場でのシェアの確保,価格上昇等も見込
まれる。

果樹は,9品目の収穫量と栽培面積について
調査した。これまで,ほ とんどの果樹は昭和 50

年代をピークに減少傾向にある。

青森県は,今後, リンゴ,ブ ドウは生産体制の
強化,日本ナシ,オウトウ等は生産の拡大,カ
キ,ク リ等は生産の安定を図つていくとしてい

る。しかし, これまで高速交通体系整備による

インパクトは, どの品目にもあまり影響がみら

れなかったことを考慮し,具体的かつ適切な施
策を講じる必要がある。

例えば,果樹では, リンゴを中心として計画
出荷することにより,関西や九州などへの販路
拡大が見込まれる。また, リンゴに比べて収穫
量は少ないが,ブ ドゥ,日本ナシ,西洋ナシに
ついても出荷体制を強化し,数量がまとまれば
市場での価格も上位に食い込めると考えられ

る。その他の品目についても市場の数量・価格

は現在よりは上位になると考えられる。全体と

して,高速道路利用によって,ロ ットを大きく
して出荷することで,直接,名古屋,大阪等の
市場へも展開できるメリットがある。

花井は,切 り花類,キ ク,カ ーネーション,バ
ラ, トルコギキョウ,球根類,鉢 もの類,花壇
用苗ものについて出荷量と栽培面積について調

査した。また,岩手県については,青森県の 8項

目に加えて,り んどうも調査した。調査品目は,

いずれも増カロ傾向にあるが,岩手県の方が多 く
の品目で,出荷量 。栽培面積が青森県より多い
ことが特徴になっている。

なたねは,収穫量,作付面積 とも昭和 51年
～63年まで減少してきたが,平成元年からは微

増傾向にある。しかし,弘前線供用開始 (昭和
54年)に よるインパクトはみられなかった。
花井では,切 り花類,鉢もの類の大部分が卸
売市場経由で,産地での業者取引,球根類は種
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苗業者扱いといった流通形態である。このこと

から,増加傾向にある切 り花類のキク,バラ,
カーネーションについては高速交通体系を利用

して東京市場等に対してロットを大きくするこ

とで,市場でのシェア・卸売価格とも,上昇さ
せることができると考えられる。

また,岩手県は,切 り花類計の栽培面積・出

荷量とも青森県より3倍ほど多いのが特徴であ

る。それは,岩手県のりんどうが栽培面積・出

荷量ともに大きいためである。すなわち,岩手

県のりんどうのように,青森県の花井生産でも

独自性をもった品目を確立する必要があると考

えられる。

なたねでは,高速交通体系整備によるインパ

クトはみられなかった。しかし,バレイショと

の輪作や,面積の最も多い横浜町のように観光

資源として合理的な作付体系を確立していくこ

とで,今後の高速交通体系との関連も十分に考
えられる。

水産業では,魚類,貝類,その他水産物,海

草類,及び総数量の 5つの漁獲数量と漁獲金額
について調査した。その結果,漁獲数量は,昭
和 57年代以降,ほぼ減少してきている。一方,

漁獲金額は,昭和 57～62年をピークに減少傾向

にある。また,弘前線供用開始によるインパク

トは貝類,草類にみられた。

最も高速道路の恩恵を受けるはずの水産業で

インパクトが貝類等にしかみられていない。そ

の他の水産物については総数量が減少傾向にあ

る。その理由として,200海里体制の定着化,漁

業資源の減少等が挙げられる。

このような状況の中,高速交通体系を上手に

利用することで集荷体制が整備され,出荷量の

拡大,等級わけ,鮮度アップ等が見込まれ,高
付加価値流通が可能となり,価格面,品質面,供

給体制等において優位性が確保されると考えら

れる。

ロマツ,ス ギ,カ ラマツ・エゾマツ・ トドマツ,

及び総数の 4項目を調査対象とした。素材生産

量が減少傾向にある中,ス ギの素材生産量は多

く,安定しているといえる。また,弘前線供用

開始によるインパクトは, どの樹種にも影響が

みられなかった。

林業では,素材生産量が減少傾向にあり,近
年の農山村における過疎化の進行等による林業

労働者の反少や高齢化等に伴い,手入れ不足の

森林が増加している。そのことに加えて,外国
産材の輸入増加も原因として挙げられる。

このため,素材の育成,切 り出しにこだわら

ず,マ ツ,ス ギ,ヒバを中心に加工生産体制の

整備を図ることが必要である。それによって現

地で 1次製材,2次製材,プレカットをした上
で,高速交通体系を利用したジャストインタイ
ムの出荷体制の確立が可能になり,市場での高
付加価値が見込まれる。それで地域の雇用の拡

大,収入の増力日等が図られよう。

青森県における観光客の入込みは,十和田八

幡平国立公園,下北半島・津軽両国定公園,及
び 8ケ所の県立自然公園を調査対象とした。

その結果,観光振興によって一定の前進はみら

れたが,依然として冬期間の入込みは低迷気味
である。また,昭和 54年の弘前線供用開始後と

昭和 61年の弘前線全線開通によるインパクト

は,各観光地で影響がみられた。

観光では,青森県は十和田湖や奥入瀬渓流,八

甲田山,白神山地,そ して下北半島等の自然エ

リアに加えて,ねぶた祭り,八戸三社大祭等の

祭り,三内丸山遺跡,是川遺跡に代表される縄
文遺跡等の観光資源を有している。このことか

ら,高速交通体系の整備によって地域の歴史や

文化の探訪といった長期滞在型の観光が可能に

なると考えられる。そのため,八戸市,七戸町
をはじめ,青森・弘前,むつ,五所川原等に観
光の拠点整備を進める必要がある。

林業では,主要素材別生産量のアカマツ・ ク   企業誘致については,昭和 50年代後半,特に
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弘前線全通 (昭和 61年),八戸線開通 (平成元

年)から増加しているが,環状線の形成と東北

新幹線の北方延仲と相まって,高速道路沿線地

域への工場立地が更に有利に展開できる。特に,

七戸町等に大規模な会議場や宿泊施設,社会的
な利便施設,娯楽施設等の設置を推進すること
で,進出企業や観光客等の交流の拠点になりう
るものと考える。

企業誘致は停滞する青森県の経済活動を活発

化し,雇用の促進,収入の増大,福祉厚生施設
の充実,教育水準の向上,社会文化活動の振興

等に大きく貢献すると考える。

現状で全体を通してみると高速道路の利用に

は,農業では,根菜類の大根,ヤマノ芋等,バ
レイショ,ニ ンニク,そ してリンゴ等が有効で

あると考えられる。水産業では,マグロ,イ カ,

ホタテ貝等が有効であると考えられる。観光で

は,拠点整備をすることが有効であると考えら
れる。

差し当たり,既存産業の中の農業・水産業,観

光を中心に高速交通体系の利用の促進を図 り,

青森県の発展に貢献することから始めるべきと

考える。

5,2 今後の高速道路の利用

本計画路線は,みちのく道路と第 2みちのく

道路を高規格道路 として連結する。それによっ

て,青森県が一つの環状線で結ばれて大青森圏
が形成される。それによって, リダンダンシー

(非常時の代替性)も発揮され,県状線には,各
地域への道路が放射状に緊がっている。下北半

島縦貫道路,八戸久慈自動車道,津軽自動車道 ,

西津軽能代沿岸道路,日本海沿岸自動車道,東
北縦貫自動車道等が挙げられる。これらは,将
来の青森県,更には北散田・三陸に必要不可欠
な道路ネットワークとなる。

また,各地域へのアクセスのためにインター

チェンジ(IC)を設けることで,人々の交流,物

流,観光,ビジネス等の様々な面で周辺地域の

経済を活発化させる。それに伴い,北秋田,三
陸を始めとする各地域から青森県に求心力が発

生し,環十和田経済圏 (大青森圏)の内外の発
展も期待される。

2つの有料道路を高規格道路で連結し,一つ

の環状線 とすることで,周辺各地で次のような

発展が考えられる。

第一に,七戸町は新七戸駅の開業によって,人

と物流の両方の集中が可能となる。また,道路
条件が改善されることにより工場立地が有利 と

なり,工業団地や流通団地等の誘致にもつなが
る。同時に周辺の地域開発も誘導され,それら

との有機的なつながりによる相乗効果が期待さ

れる。

第二に,下北地方については下北半島縦貫道
路 との関連で,大規模事業 (プロジェクト)の予
定されている六ヶ所村,東通村,大間町等への

輸送体系が強化される。これによって大規模プ

ロジェクトの建設,運用管理が容易になる。
また,従来は,国道・県道を利用していた下
北地方の貨物 トラックも,本計画の実現による,

輸送時間の短縮で鮮度を保った状態で生産物を

輸送できる。下北半島に限らず,弘前市にリン
ゴ,八戸市に水産物の市場を設けることにより
大量かつ高速の集荷。出荷体制が可能になり,物

流の円滑化が見込まれる。

第二に,現在の高齢化社会において必要不可
欠なものが病院である。大病院から離れた地域

の人々にとって,い ざ病気になったときに重要
なのが病院までの移動時間の短縮である。県状

線となることで,青森市・弘前市・八戸市の大
病院にも円滑に行 くことができる。また,特殊
な病気や高度な治療を必要とする患者に対して

も,よ り利便性が増大する。
この他,文化,社会活動においても交流範囲
が拡大し,同様の恩恵を享受できる。それによっ

て青森県全体が安心して暮らせる,住みよい地
域に生まれ変わることができる。

また,交通の円滑化,移動時間の短縮につい
ては,青森・三沢 (八戸)の空港,七里長浜・
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青森 。八戸等の各港にも代替機能を持たせるこ

とができ,モ ビリティの向上につながる。

第四に,津軽地方と南部地方が連携されるこ

とにより,人々の交流,文化の交流等によって

県土の一体的な発展を促進することができる。

第五に,冬季交通の信頼性向上,高速運転する

草輌の転換による国道や県道周辺住民の生活環

境の改善,高速道路上の災害や事故時の回避や

逃避の可能性など,更なる恩恵を受けることが

できる。

以上のように,本計画の実現は時間短縮,人
の交流,物流,経済の発展,既存道路周辺の環

境改善等,大青森圏の形成による生活と経済基

盤の強化,交流範囲の拡大等は計 り知れないほ

ど大きなものである。それは青森県の発展はも

ちろんのこと,岩手,秋田両県の発展にも影響
を与え,更には東北全体の発展に貢献できるも
のとなる。

このように青森県を中心とする北東北に大きな

恩恵を提供する事業であるので早い時期の実現

が望まれる。

6。 結  論

本計画の立案,採算性の検討,活用の可能性
の追求等を通じて次のような結論を得ることが

できた。

(1)本路線計画は平面線形,縦断線形 とも,
第 1種第 1級の要件を満たす理想的なもの

にすることができた。既存の高規格道路と

併せて岩手県,秋田県を含む大青森圏を形

成できる。

(2)計画路線は,沿線地域の分跡の緩和,住
民の生活の利便性を確保することに努め,

積雪寒冷地を考慮した仕様 とし,路線 と並
行して側道を設けた。また,立体交差を統
合して減らし,経済的なものにすることが
できた。

(3)基本的に,低盛上の平面道路 と,ス テー
ジコンストラクションで計画したため,用
地面積も節減され,全体事業費を大幅に圧   7)
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縮することができた。

(4)地域に与える便益に関する費用便益比
(B/C)は非常に大きいものとなった。即
ち,本計画の地域全体に与える経済効果は
きわめて高いことが半」明した。

(5)有料道路としての採算性では更なる努
力を求められる結果となった。しかし,採

算性は年間の交通量の増加を5%程度にす
ればよいので実現可能な範囲内にある。

(6)本路線の整備によって国道 4号,45号
に対して走行時間の短縮,渋濡緩和,環境
改善の効果が大きく見込まれる。

(7)青森県の産業構造を調査した結果,農林
水産業や観光産業の現状を把握できた。さ

らに,高速交通体系を活用できる農産牛勿,水

産物等の品目を明らかにした。

(8)青森県内の沿道周辺地域ごとに,高規格
道路の活用による地域の利便性の向上と発

展の可合Z性を提示することができた。

(9)本計画のいずれの路線も高速交通体系
の活用を促進することで採算をとれるよう

にすることは可能である。

それによって青森県,岩手県,秋田県の
沿線地域の活性化を図ることができる。

(10)本計画は他の地域で採算性の問題で整

備が遅れている高規格道路に対し,整備促
進のための示唆になるものを多く含んでい

る。
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